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哲
学
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研
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第
十
号

全
集
』
十
四
・
六
五
六
―
六
五
七
頁
を
参
照
。

(

28)

行
安
茂
『
近
代
日
本
の
思
想
家
と
イ
ギ
リ
ス
理
想
主
義
』
、
一
〇
九
頁
。

(

29)

同
上
、
一
一
一
―
一
一
二
頁
。

(

30) C
hristopher S. G

oto-Jones, Political Philosophy in Japan: N
ishida, 

the K
yoto School and C

o-Prosperity. London and N
ew

 York: R
outledge, 

2005, p. 53
.
 

こ
の
論
文
は
最
初Philosophy East and W

est (O
ct. 2003): 

514-536

で
公
に
さ
れ
た
。
前
者
に
は
ロ
ー
マ
字
の
表
記
が
あ
り
、
後
者
に

は
な
い
。
ま
た
、
前
者
で
は
合
理
主
義
（rationalism

）
と
快
樂
主
義
（heonism

）

と
と
も
に
、
自
律
論
理
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
自
律
論

理
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

(

31) C
hristopher S. G

oto-Jones,  Political Philosophy in Japan: N
ishida, 

the K
yoto School and C

o-Prosperity, 2005, p. 54.

(

32) Ibid.,
 p. 56

.

(

33) Ibid.,
 pp. 59-61

.

(

34)

竹
内
良
知
『
西
田
幾
多
郎
』
一
二
九
、
一
七
三
、
二
四
二
頁
。

(

35)

上
田
閑
照
「
日
本
の
哲
学
」
『
日
本
の
哲
学
』
第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
、

四
頁
。

(

36)

同
上
。

(

37)
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勝
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思
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世
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か
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世
界
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識
へ
』
二
二
七
頁
。

　
　

 

哲
学
と
宗
教
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
唐
君
毅
と
西
谷
啓
治
に
お
け
る
近
代
性
を
め
ぐ
る
思
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄 

冠
閔

 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

二
十
世
紀
の
拭
い
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
戦
争
の
影
、
劇
的
な
社
会
変
動
、
ま
た
頻
繁
な
文
化
交
流
と
い
っ
た
状
況
は
、
い
ず
れ
も
近

代
性
の
危
機
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
哲
学
に
お
い
て
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（M

artin H
eidegger,1889-1976

）
が
ニ
イ
チ
ェ
（Friedrich 

W
ilhelm

 N
ietzsche,1844-1900

）
の
キ
リ
ス
ト
教
系
譜
学
へ
の
批
判
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
向
き
合
い
、
そ
う
し

た
近
代
性
の
問
題
に
応
え
よ
う
と
し
た
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
こ
う
し
た
形
而
上
学
を
解
体
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
そ
の
後
、
デ
リ

ダ
（Jacques D

errida,1930-2004

）
の
脱
構
築
を
生
み
出
し
、
フ
ー
コ
ー
（M

ichel Foucault,1926-1984

）
や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（G

illes 

D
eleuze,1925-1995

）
ら
の
問
い
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
（Em

m
anuel Lévinas,1906-1995

）
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

の
ナ
チ
ス
思
想
に
激
し
い
批
判
を
加
え
た
が
、
近
代
性
を
め
ぐ
る
思
索
が
哲
学
と
政
治
・
倫
理
学
・
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
を

迫
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
が
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題
設
定
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
性
の
問
題
に
応
え
よ
う
と
し
た
二
つ
の
モ
デ
ル
（
唐
君
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毅
と
西
谷
啓
治
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
「
東
ア
ジ
ア
の
近
代
性
」
を
め
ぐ
る
哲
学
的
議
論
に
一
つ
の
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
中
国
の
場
合
（
唐
君
毅
）
と
日
本
の
場
合
（
西
谷
啓
治
）
と
で
は
、

大
き
な
違
い
が
あ
る
。
唐
君
毅
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
八
）
は
儒
家
的
価
値
思
考
に
立
脚
し
て
近
代
性
の
問
題
に
一
つ
の
答
を
示
し
た
が
、

西
谷
啓
治
（
一
九
〇
〇
―
一
九
九
〇
）
は
日
本
仏
教
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
種
類
の
宗
教
性
を
伴
っ
た
回

答
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
性
を
め
ぐ
っ
て
哲
学
の
立
場
か
ら
そ
の
肖
像
を
描
き
出
す
こ
と
は
、
新
た
な
哲
学
的
対
話
を
構
築
す
る
助
け

と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
意
義
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
指
摘
し
た
い
。
一
つ
目
は
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
性
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
性
へ
と
立
ち
返
る
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
異
な
る
時
間
の
中
で
文
化
的
衝
突
の
挑
戦
に
向
き
合
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
立
ち
返
り
は
現
代
世
界
に
お
い
て
新

た
な
意
義
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
目
は
、
近
代
性
へ
の
応
答
の
中
で
、
中
国
と
日
本
、
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
儒
家
と
仏
教
の
哲
学
的
思
弁
の
方
式
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
の
近
代
性
を
め
ぐ
る
態
度
の
差
異
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
目
は
、
二
人
の
哲
学
者
の
宗
教
に
基
づ
い
た
反
応
の
仕
方
を
通
し
て
、
普
遍
的
な
視
点
か
ら
現
代
の
哲

学
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
反
省
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
は
、
我
々
自
身
の
哲
学
研
究
の
道
に
新
た
な
光
を
投
げ
か
け
る

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

一　

近
代
性
に
お
け
る
人
文
主
義
の
危
機
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
と
い
う
嵐
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
生
き
た
唐
君
毅
と
西
谷
啓
治
と
は
、
ち
ょ
う
ど
伝
統
的
価
値
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
的
な
新
た
な
価
値
と
が
交
代
す
る
世
代
で
あ
り
、
価
値
転
換
と
い
う
挑
戦
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
伝
統
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
へ
の
衝
撃
に
つ
い
て
考
察
し
、
近
代
性
と
人
文
主
義
の
危

機
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
そ
こ
か
ら
考
察
を
始
め
た
い
。

（
一
）
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
ニ
イ
チ
ェ
を
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
完
成
形
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
の
意
義
は
形
而
上
学
の
歴
史
に
お
け
る
存
在
に
つ
い
て
の

変
位
・
遮
蔽
に
つ
い
て
詳
ら
か
に
し
た
点
に
あ
る
。
ニ
イ
チ
ェ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
「
最
高
価
値
の
崩
壊( Entw

ertung der 

obersten W
erte)

」
（
１
）

だ
と
さ
れ
、
同
時
に
価
値
の
転
換
（U

m
w

ertung

）
及
び
新
た
な
価
値
設
定
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
目
に
は
、
こ
の
価
値
の
転
換
は
、
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
而
上
学
の
歴
史
の
中
に
発
生
し
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
至
り
、

さ
ら
に
は
全
般
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
而
上
学
の
完
成
（
終
結
、Vollendung

）
（
２
）

を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
映
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
虚

無
」
が
、「
価
値
転
換
は
、
初
め
て
存
在
を
価
値
と
し
て
思
惟
す
る
」（
３
）

と
い
う
考
え
方
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、「
価
値
」
に
よ
っ
て
「
存
在
」

が
覆
わ
れ
て
し
ま
う
。
新
た
な
価
値
設
定
は
、
価
値
に
対
す
る
支
配
へ
と
及
び
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
権
力
の
意
志
へ
と
結
び
つ
く
（
４
）

。
意

志
と
い
う
概
念
軸
の
上
で
、
近
代
哲
学
の
父
デ
カ
ル
ト
（R

ené D
escartes,1596-1650

）
は
主
体
性
の
哲
学
を
転
換
さ
せ
た
が
、
ニ
イ
チ
ェ

も
ま
た
そ
う
し
た
主
体
性
の
哲
学
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
而
上
学
の
歴
史
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

が
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
顕
著
に
我
々
自
身
の
こ
の
時
代
の
歴
史
で
あ
る
」
こ
と
を
肯
定
す
る
時
、
そ
う
し
た
歴
史
は
「
我
々
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
」

に
対
し
て
、
歴
史
そ
の
も
の
が
「
我
々
が
立
ち
且
つ
歩
む
有
様
、
我
々
が
存
在
す
る
様
式
そ
の
も
の
（die A

rt und W
eise, w

ie w
ir stehen 

und gehen, w
ie w

ir sind

）
」
（
５
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
せ
き
た
て
る
よ
う
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
「
我
々
は
如
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）
は
主
体
性
の
哲
学
を
転
換
さ
せ
た
が
、
ニ
イ
チ
ェ

も
ま
た
そ
う
し
た
主
体
性
の
哲
学
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
而
上
学
の
歴
史
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

が
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
顕
著
に
我
々
自
身
の
こ
の
時
代
の
歴
史
で
あ
る
」
こ
と
を
肯
定
す
る
時
、
そ
う
し
た
歴
史
は
「
我
々
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
」

に
対
し
て
、
歴
史
そ
の
も
の
が
「
我
々
が
立
ち
且
つ
歩
む
有
様
、
我
々
が
存
在
す
る
様
式
そ
の
も
の
（die A

rt und W
eise, w

ie w
ir stehen 

und gehen, w
ie w

ir sind

）
」
（
５
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
せ
き
た
て
る
よ
う
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
「
我
々
は
如
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何
に
存
在
す
る
の
か
」
と
は
、
「
我
々
は
如
何
に
し
て
我
々
と
な
る
の
か
」
「
我
々
は
如
何
に
し
て
我
々
た
り
う
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
あ
る
種
の
逆
説
的
風
刺
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
「
で
あ
る
」
こ
と
或
い
は
「
存
在
す
る
」
こ
と
が

連
結
す
る
の
は
「
無
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
「
無
」
や
「
虚
無
」
を
通
し
て
、
か
え
っ
て
「
で
あ
る
」
こ
と
、
或
い
は
「
存
在
す
る
」
こ
と

が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

　

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
権
力
の
意
志
を
通
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
ニ
イ
チ
ェ
の
権
力
の
意
志
の
立
場

を
受
け
継
い
で
、
そ
の
保
存
と
高
揚
と
を
「
力
の
維
持
と
力
の
昂
揚
（M

acht-Erhaltung und M
acht-Steigerung

）
」（
６
）

と
呼
ん
で
い
る
。
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
の
超
越
克
服
も
ま
た
、
権
力
の
意
志
と
い
う
論
理
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
虚
無
に
立
脚
し
な

が
ら
、
如
何
に
し
て
存
在
か
ら
離
れ
、
存
在
を
欠
在
、
あ
る
い
は
欠
位
さ
せ
（A

usbleiben

）
、
隠
蔽
さ
せ
（Verbergung

）
（
７
）

、
遠
ざ
か
ら

せ
（Entzug

）
、
放
棄
さ
せ
る
（Seinsverlassenheit des Seienden

）
（
８
）

こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
「
無
」
が
存
在

の
場
で
あ
る
こ
と
を
暴
き
だ
す
。
彼
は
存
在
の
場
所
性
か
ら
人
間
の
本
質
を
「
存
在
の
こ
う
し
た
場
と
し
て
の
場
所
性
は
、
存
在
そ
の
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
所
性
は
人
間
の
本
質
で
あ
る
」
（
９
）

と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
人
の
本
質
は
決
し
て
主
体
性
に
連
な
る
も
の
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
占
有
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
ま
た
支
配
・
操
作
も
で
き
ず
、
反
対
に
存
在
の
到
来
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
人
の
こ
こ

に
あ
る
こ
と
（D

a-sein

） （
10
）

こ
そ
が
、
「
こ
こ
」
を
存
在
の
場
所
性
へ
と
繋
ぐ
の
で
あ
る
。

　

「
克
服
」
の
論
理
と
「
無
」
と
は
相
通
じ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
を
「
無
」
と
「
存
在
」
と
が
織
り
成
す
論
理

の
上
に
置
き
換
え
る
。
真
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ
う
で
は
な
い
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
本
質
の
中
で
統
一
さ
れ
る
―
―
存
在
は
即

ち
価
値
で
あ
る
と
公
言
す
る
時
、
存
在
の
存
在
と
し
て
の
欠
在
（das A

uslassen des A
usbleiben des Seins als solchen

）（
11
）

は
蔑
ろ
に

さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
本
質
は
純
然
た
る
意
味
に
お
い
て
破
壊
的
な
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
や
は
り
人
間
の
本

質
に
連
な
る
（die Sache des W

esens des M
enschen

）（
12
）

の
で
あ
る
。
「
人
間
の
本
質
」
は
存
在
そ
の
も
の
の
上
に
存
在
し
（
13
）

、
存
在

は
欠
位
の
方
式
の
下
で
人
間
の
本
質
に
対
し
て
、
人
間
の
本
質
を
存
在
の
居
所
（U

nterkunft

）
と
し
、
存
在
の
無
遮
蔽
（aletheia

）
を
そ

の
居
所
に
お
い
て
現
成
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。
居
所
と
現
成
（A

nkunft

）
と
の
間
に
、
場
所
性
と
時
間
性
の
脱
却
―
未
来
（Zukunft

）

―
の
ゲ
ー
ム
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
は
決
し
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
解
消
で
は
な
く
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
経
験
し
て
、
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
こ
う
し
た
独
特
の
関
係
を
「
存
在
の
欠
在
（
欠
位
）
の
見
落
と
し
」
と
表
現
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
動
詞auslassen

（
見
落
と
し
・
排
除
・
削
除
）
とausbleiben

（
欠
在
・
欠
位
・
欠
員
）
の
連
続
は
、
い
ず
れ
も
「
そ

の
位
相
を
出
る
」
と
い
う
「
出
（aus

）
」
の
意
味
を
伴
っ
て
お
り
、「
無
」
と
は
こ
う
し
た
「
出
」・「
離
」
に
対
す
る
二
重
の
逸
脱
な
の
で
あ
る
。
人

間
は
存
在
を
受
け
入
れ
る
が
、
ま
た
存
在
に
対
抗
し
た
り
、
存
在
を
圧
迫
し
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
そ
う
し
た
存
在
と
の
関
係
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
に
は
克
服
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
（
14
）

。
そ
れ
は
近
代
人
の

本
質
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
「
命
運
（Schicksal

・G
eschick

）
」（

15
）

・
「
神
秘
（G

eheim
nis

）
」
・
「
謎
（R

ätsel

）
」  

（
16
）

で
も
あ
っ
た
。
人
間
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
の
欲
求
（Ü

berw
indenw

ollen

）（
17
）

に
ひ
た
す
ら
し
が
み
つ
く
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
『
人
文
主
義
書
簡
』
の
中
で
、
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul Sartre, 1905-1980

）
流
の
実
存
主
義
に
対
し
て
反
対
す
る
と

と
も
に
、
「
人
文
主
義
」
と
い
う
概
念
を
定
義
し
な
お
し
て
い
る
。
彼
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
（Friedrich H

ölderlin
, 1770-1843

）
の
詩
「
帰

郷
」
を
引
用
し
て
、
帰
る
べ
き
家
の
無
い
の
は
存
在
に
つ
い
て
の
遺
忘
（Seinsvergessenheit

）（
18
）

で
あ
り
、
帰
郷
と
は
根
源
（U

rsprung

）

へ
の
接
近
で
あ
る
と
、
ま
た
、
ニ
イ
チ
ェ
を
含
む
近
代
人
が
帰
る
べ
き
家
を
失
っ
た
こ
と
を
、
存
在
の
歴
史
の
本
質
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
（
19
）

。
つ
ま
り
「
人
文
主
義
」
は
、
人
間
が
脱
却
す
る
こ
と
（Ek-sistenz

）
で
存
在
す
る
こ
と
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、

存
在
そ
の
も
の
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（vom

 Sein selbst her

）（
20
）

。
倫
理
学
も
一
種
の
実
存
学
（O

ntologie

）（
21
）

「
で
あ
り
」
、
倫
理
生
活
（êthos

）（
22
）

と
は
安
住
の
居
所
を
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
落
ち
着
い
た
生
活
は
思
維
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

存
在
を
恋
し
く
思
う
こ
と
な
の
で
あ
る
（das A

ndenken an das Sein

）（
23
）

。
こ
こ
で
の
思
維
は
、
決
し
て
存
在
と
い
う
家
屋
を
築
き
、
隠
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何
に
存
在
す
る
の
か
」
と
は
、
「
我
々
は
如
何
に
し
て
我
々
と
な
る
の
か
」
「
我
々
は
如
何
に
し
て
我
々
た
り
う
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
あ
る
種
の
逆
説
的
風
刺
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
「
で
あ
る
」
こ
と
或
い
は
「
存
在
す
る
」
こ
と
が

連
結
す
る
の
は
「
無
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
「
無
」
や
「
虚
無
」
を
通
し
て
、
か
え
っ
て
「
で
あ
る
」
こ
と
、
或
い
は
「
存
在
す
る
」
こ
と

が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

　

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
権
力
の
意
志
を
通
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
ニ
イ
チ
ェ
の
権
力
の
意
志
の
立
場

を
受
け
継
い
で
、
そ
の
保
存
と
高
揚
と
を
「
力
の
維
持
と
力
の
昂
揚
（M

acht-Erhaltung und M
acht-Steigerung

）
」（
６
）

と
呼
ん
で
い
る
。
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
の
超
越
克
服
も
ま
た
、
権
力
の
意
志
と
い
う
論
理
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
虚
無
に
立
脚
し
な

が
ら
、
如
何
に
し
て
存
在
か
ら
離
れ
、
存
在
を
欠
在
、
あ
る
い
は
欠
位
さ
せ
（A

usbleiben

）
、
隠
蔽
さ
せ
（Verbergung

）
（
７
）

、
遠
ざ
か
ら

せ
（Entzug

）
、
放
棄
さ
せ
る
（Seinsverlassenheit des Seienden

）
（
８
）

こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
「
無
」
が
存
在

の
場
で
あ
る
こ
と
を
暴
き
だ
す
。
彼
は
存
在
の
場
所
性
か
ら
人
間
の
本
質
を
「
存
在
の
こ
う
し
た
場
と
し
て
の
場
所
性
は
、
存
在
そ
の
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
所
性
は
人
間
の
本
質
で
あ
る
」
（
９
）

と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
人
の
本
質
は
決
し
て
主
体
性
に
連
な
る
も
の
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
占
有
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
ま
た
支
配
・
操
作
も
で
き
ず
、
反
対
に
存
在
の
到
来
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
人
の
こ
こ

に
あ
る
こ
と
（D

a-sein

） （
10
）

こ
そ
が
、
「
こ
こ
」
を
存
在
の
場
所
性
へ
と
繋
ぐ
の
で
あ
る
。

　

「
克
服
」
の
論
理
と
「
無
」
と
は
相
通
じ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
を
「
無
」
と
「
存
在
」
と
が
織
り
成
す
論
理

の
上
に
置
き
換
え
る
。
真
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ
う
で
は
な
い
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
本
質
の
中
で
統
一
さ
れ
る
―
―
存
在
は
即

ち
価
値
で
あ
る
と
公
言
す
る
時
、
存
在
の
存
在
と
し
て
の
欠
在
（das A

uslassen des A
usbleiben des Seins als solchen

）（
11
）

は
蔑
ろ
に

さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
本
質
は
純
然
た
る
意
味
に
お
い
て
破
壊
的
な
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
や
は
り
人
間
の
本

質
に
連
な
る
（die Sache des W

esens des M
enschen

）（
12
）

の
で
あ
る
。
「
人
間
の
本
質
」
は
存
在
そ
の
も
の
の
上
に
存
在
し
（
13
）

、
存
在

は
欠
位
の
方
式
の
下
で
人
間
の
本
質
に
対
し
て
、
人
間
の
本
質
を
存
在
の
居
所
（U

nterkunft

）
と
し
、
存
在
の
無
遮
蔽
（aletheia

）
を
そ

の
居
所
に
お
い
て
現
成
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。
居
所
と
現
成
（A

nkunft

）
と
の
間
に
、
場
所
性
と
時
間
性
の
脱
却
―
未
来
（Zukunft

）

―
の
ゲ
ー
ム
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
は
決
し
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
解
消
で
は
な
く
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
経
験
し
て
、
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
こ
う
し
た
独
特
の
関
係
を
「
存
在
の
欠
在
（
欠
位
）
の
見
落
と
し
」
と
表
現
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
動
詞auslassen

（
見
落
と
し
・
排
除
・
削
除
）
とausbleiben

（
欠
在
・
欠
位
・
欠
員
）
の
連
続
は
、
い
ず
れ
も
「
そ

の
位
相
を
出
る
」
と
い
う
「
出
（aus

）
」
の
意
味
を
伴
っ
て
お
り
、「
無
」
と
は
こ
う
し
た
「
出
」・「
離
」
に
対
す
る
二
重
の
逸
脱
な
の
で
あ
る
。
人

間
は
存
在
を
受
け
入
れ
る
が
、
ま
た
存
在
に
対
抗
し
た
り
、
存
在
を
圧
迫
し
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
そ
う
し
た
存
在
と
の
関
係
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
に
は
克
服
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
（
14
）

。
そ
れ
は
近
代
人
の

本
質
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
「
命
運
（Schicksal

・G
eschick

）
」（

15
）

・
「
神
秘
（G

eheim
nis

）
」
・
「
謎
（R

ätsel

）
」  

（
16
）

で
も
あ
っ
た
。
人
間
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
の
欲
求
（Ü

berw
indenw

ollen

）（
17
）

に
ひ
た
す
ら
し
が
み
つ
く
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
『
人
文
主
義
書
簡
』
の
中
で
、
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul Sartre, 1905-1980

）
流
の
実
存
主
義
に
対
し
て
反
対
す
る
と

と
も
に
、
「
人
文
主
義
」
と
い
う
概
念
を
定
義
し
な
お
し
て
い
る
。
彼
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
（Friedrich H

ölderlin
, 1770-1843

）
の
詩
「
帰

郷
」
を
引
用
し
て
、
帰
る
べ
き
家
の
無
い
の
は
存
在
に
つ
い
て
の
遺
忘
（Seinsvergessenheit

）（
18
）

で
あ
り
、
帰
郷
と
は
根
源
（U

rsprung

）

へ
の
接
近
で
あ
る
と
、
ま
た
、
ニ
イ
チ
ェ
を
含
む
近
代
人
が
帰
る
べ
き
家
を
失
っ
た
こ
と
を
、
存
在
の
歴
史
の
本
質
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
（
19
）

。
つ
ま
り
「
人
文
主
義
」
は
、
人
間
が
脱
却
す
る
こ
と
（Ek-sistenz

）
で
存
在
す
る
こ
と
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、

存
在
そ
の
も
の
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（vom

 Sein selbst her

）（
20
）

。
倫
理
学
も
一
種
の
実
存
学
（O

ntologie

）（
21
）

「
で
あ
り
」
、
倫
理
生
活
（êthos

）（
22
）

と
は
安
住
の
居
所
を
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
落
ち
着
い
た
生
活
は
思
維
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

存
在
を
恋
し
く
思
う
こ
と
な
の
で
あ
る
（das A

ndenken an das Sein

）（
23
）

。
こ
こ
で
の
思
維
は
、
決
し
て
存
在
と
い
う
家
屋
を
築
き
、
隠
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居
し
て
働
か
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
な
お
歴
史
の
脱
自
存
在
（die geschichtliche Eksistenz

）
の
中
で
、
虚
無
化
の
抵
抗
に
遭
う
の

で
あ
る
。
「
虚
無
」
の
上
に
現
れ
る
否
定
の
「
不
」
は
、
「
非
」
に
対
す
る
肯
定
な
の
で
あ
る
（
24
）

。

　

ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
（G

ianni Vattim
o
, 1936-

）
も
ま
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
立
場
に
追
随
し
、
人
文
主
義
の
危
機
を
全
体
的
な
形
而
上
学

の
危
機
の
一
部
と
し
（
25
）

、
超
克
に
批
判
性
が
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
（a m

eans for a critical ‘overcom
ing’, un ‘superam

ento’ 

critico

）（
26
）

。
ま
た
同
時
に
、
「
超
克
（Verw

indung

）
」
の
時
代
性
が
、
単
純
な
離
脱
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
帰
属
を
認
め
、
疾

患
を
癒
し
、
責
任
を
認
め
る
と
い
っ
た
多
重
の
積
極
的
意
義
が
あ
る
と
言
う
（
27
）

。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
「
超
克
」
は
「
構

造
（G

e-stell

）
」
が
内
包
す
る
近
代
科
学
技
術
の
支
配
に
及
ん
で
お
り
、
主
体
の
形
而
上
学
の
制
限
へ
と
帰
し
、
近
代
科
学
技
術
の
影
響
は

芸
術
表
現
へ
と
連
な
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
は
さ
ら
に
解
釈
学
と
ニ
イ
チ
ェ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
を
結
合
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思

想
の
反
応
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
神
の
隠
退
（
神
の
死
）
」
と
い
う
問
題
に
ま
で
説
き
及
ん
で
い
る
が
、
「
痕
跡
」
―
―
科
学
技
術
―
―
こ
そ

が
人
間
の
本
性
を
転
化
す
る
起
点
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
は
世
俗
化
（
28
）

と
い
う
観
点
を
重

ん
じ
て
、
宗
教
・
科
学
・
人
文
主
義
に
つ
い
て
反
省
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
性
は
、
人
文
主
義
の
二
重
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
（
１
）
「
人
間
の
本
質
」
は
「
虚
無
」
の
特
徴
を
帯
び
て
お
り
、

存
在
を
遮
蔽
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
間
の
本
性
」
が
規
定
さ
れ
る
。
（
２
）
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
」
も
ま
た
同

時
に
危
機
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
と
が
身
を
置
く
東
ア
ジ
ア
世
界
は
逆
の
方
向
か
ら
思
考
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
差
異
性
を
具
え
た
普
遍
的
な
観
点
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
性
が
公
言
し
た
「
人
間
の
本
質
と
そ
の
危
機
」

に
つ
い
て
批
判
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
西
谷
啓
治
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　

西
谷
啓
治
は
『
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
』
（
一
九
四
九
年
）
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
世
界
の
歴
史
に
向
き
合
う
こ
と
を
企
て
る
。
西
谷
に
よ

れ
ば
ニ
イ
チ
ェ
思
想
の
意
義
は
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
転
換
に
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
決
し
て
形
而
上
学
に
の
み
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
倫

理
学
に
も
及
び
、
そ
れ
故
に
こ
の
価
値
の
転
換
は
「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
キ
リ
ス
ト
教
的
な
全
体
系
が
そ
の
歴
史
的
影
響
力
を
喪
失
し
た
」
こ

と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
（
29
）

。
西
谷
の
思
索
は
二
つ
の
位
相
を
含
む
。
一
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
内
部
の
価
値
体
系
を
設
定
し
な
お
し
、

新
た
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
「
自
己
超
克
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
ニ
イ
チ
ェ
の
仏
教
理
解
と
の
関
連
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
応
え
る
契
機
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
点
目
に
つ
い
て
言
え
ば
、
西
谷
は
ニ
イ
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
体
験
の
二
重
性
に
つ
い
て
十
分
に
把
握
し
て
い
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
そ
れ

自
身
の
中
で
極
限
に
至
る
時
、
は
じ
め
て
自
己
超
克
の
契
機
が
生
じ
、
肯
定
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
へ
と
変
じ
、
永
遠
の
回
帰
は
苦
し
み
と
喜
び
の

一
体
性
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
（Søren A

abye K
ierkegaard,1813-1855

）
が
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
に
賛

同
し
た
の
と
は
異
な
り
、
ニ
イ
チ
ェ
に
お
け
る
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
の
苦
し
み
を
肯
定
す
る
宗
教
的
立
場
は
、
あ
る
種
の
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
汎

神
論
で
あ
り
（
30
）

、
生
命
を
肯
定
す
る
宗
教
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
西
谷
は
、
ニ
イ
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』
の
「
笑
い
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
段
を
取
り
あ
げ
、

そ
の
解
説
の
中
で
そ
れ
を
禅
に
お
け
る
「
笑
い
」
と
対
比
し
て
い
る
。
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
大
い
に
笑
う
こ
と
に
憧
憬
の
念
を
抱
き
、
ま
た
「
超

人
」
に
な
る
こ
と
に
憧
れ
る
が
、
禅
で
は
、
例
え
ば
唐
代
の
朗
州
刺
史
李
翺
（
七
七
二
―
八
四
一
）
は
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
―
八
二
八
）
に

贈
っ
た
詩
の
中
で
「
有
時
直
上
孤
峰
（
頂
）
、
月
下
披
雲
笑
一
声
」（

31
）

と
賛
し
、
百
丈
懐
海
（
七
四
九
―
八
一
四
）
は
「
百
丈
拈
斧
作
斫
勢
、

蘗
遂
与
一
掴
、
丈
吟
吟
而
笑
、
便
帰
」（

32
）

と
述
べ
、
雪
竇
重
顕(

九
八
〇
―
一
〇
五
二)

は
「
笑
罷
不
知
何
処
去
、
只
応
千
古
動
悲
風
」

と
い
う
頌
を
作
り
、
仰
山
慧
寂
（
八
〇
四
―
八
九
〇
）
を
賞
賛
し
て
い
る
。
ま
た
西
谷
は
、「
笑
い
」
に
関
連
す
る
宗
教
的
特
色
と
し
て
「
愚
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居
し
て
働
か
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
な
お
歴
史
の
脱
自
存
在
（die geschichtliche Eksistenz

）
の
中
で
、
虚
無
化
の
抵
抗
に
遭
う
の

で
あ
る
。
「
虚
無
」
の
上
に
現
れ
る
否
定
の
「
不
」
は
、
「
非
」
に
対
す
る
肯
定
な
の
で
あ
る
（
24
）

。

　

ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
（G

ianni Vattim
o
, 1936-

）
も
ま
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
立
場
に
追
随
し
、
人
文
主
義
の
危
機
を
全
体
的
な
形
而
上
学

の
危
機
の
一
部
と
し
（
25
）

、
超
克
に
批
判
性
が
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
（a m

eans for a critical ‘overcom
ing’, un ‘superam

ento’ 

critico

）（
26
）

。
ま
た
同
時
に
、
「
超
克
（Verw

indung

）
」
の
時
代
性
が
、
単
純
な
離
脱
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
帰
属
を
認
め
、
疾

患
を
癒
し
、
責
任
を
認
め
る
と
い
っ
た
多
重
の
積
極
的
意
義
が
あ
る
と
言
う
（
27
）

。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
「
超
克
」
は
「
構

造
（G

e-stell

）
」
が
内
包
す
る
近
代
科
学
技
術
の
支
配
に
及
ん
で
お
り
、
主
体
の
形
而
上
学
の
制
限
へ
と
帰
し
、
近
代
科
学
技
術
の
影
響
は

芸
術
表
現
へ
と
連
な
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
は
さ
ら
に
解
釈
学
と
ニ
イ
チ
ェ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
を
結
合
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思

想
の
反
応
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
神
の
隠
退
（
神
の
死
）
」
と
い
う
問
題
に
ま
で
説
き
及
ん
で
い
る
が
、
「
痕
跡
」
―
―
科
学
技
術
―
―
こ
そ

が
人
間
の
本
性
を
転
化
す
る
起
点
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
は
世
俗
化
（
28
）

と
い
う
観
点
を
重

ん
じ
て
、
宗
教
・
科
学
・
人
文
主
義
に
つ
い
て
反
省
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
性
は
、
人
文
主
義
の
二
重
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
（
１
）
「
人
間
の
本
質
」
は
「
虚
無
」
の
特
徴
を
帯
び
て
お
り
、

存
在
を
遮
蔽
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
間
の
本
性
」
が
規
定
さ
れ
る
。
（
２
）
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
」
も
ま
た
同

時
に
危
機
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
と
が
身
を
置
く
東
ア
ジ
ア
世
界
は
逆
の
方
向
か
ら
思
考
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
差
異
性
を
具
え
た
普
遍
的
な
観
点
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
性
が
公
言
し
た
「
人
間
の
本
質
と
そ
の
危
機
」

に
つ
い
て
批
判
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
西
谷
啓
治
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　

西
谷
啓
治
は
『
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
』
（
一
九
四
九
年
）
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
世
界
の
歴
史
に
向
き
合
う
こ
と
を
企
て
る
。
西
谷
に
よ

れ
ば
ニ
イ
チ
ェ
思
想
の
意
義
は
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
転
換
に
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
決
し
て
形
而
上
学
に
の
み
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
倫

理
学
に
も
及
び
、
そ
れ
故
に
こ
の
価
値
の
転
換
は
「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
キ
リ
ス
ト
教
的
な
全
体
系
が
そ
の
歴
史
的
影
響
力
を
喪
失
し
た
」
こ

と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
（
29
）

。
西
谷
の
思
索
は
二
つ
の
位
相
を
含
む
。
一
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
内
部
の
価
値
体
系
を
設
定
し
な
お
し
、

新
た
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
「
自
己
超
克
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
ニ
イ
チ
ェ
の
仏
教
理
解
と
の
関
連
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
応
え
る
契
機
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
点
目
に
つ
い
て
言
え
ば
、
西
谷
は
ニ
イ
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
体
験
の
二
重
性
に
つ
い
て
十
分
に
把
握
し
て
い
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
そ
れ

自
身
の
中
で
極
限
に
至
る
時
、
は
じ
め
て
自
己
超
克
の
契
機
が
生
じ
、
肯
定
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
へ
と
変
じ
、
永
遠
の
回
帰
は
苦
し
み
と
喜
び
の

一
体
性
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
（Søren A

abye K
ierkegaard,1813-1855

）
が
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
に
賛

同
し
た
の
と
は
異
な
り
、
ニ
イ
チ
ェ
に
お
け
る
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
の
苦
し
み
を
肯
定
す
る
宗
教
的
立
場
は
、
あ
る
種
の
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
汎

神
論
で
あ
り
（
30
）

、
生
命
を
肯
定
す
る
宗
教
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
西
谷
は
、
ニ
イ
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』
の
「
笑
い
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
段
を
取
り
あ
げ
、

そ
の
解
説
の
中
で
そ
れ
を
禅
に
お
け
る
「
笑
い
」
と
対
比
し
て
い
る
。
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
大
い
に
笑
う
こ
と
に
憧
憬
の
念
を
抱
き
、
ま
た
「
超

人
」
に
な
る
こ
と
に
憧
れ
る
が
、
禅
で
は
、
例
え
ば
唐
代
の
朗
州
刺
史
李
翺
（
七
七
二
―
八
四
一
）
は
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
―
八
二
八
）
に

贈
っ
た
詩
の
中
で
「
有
時
直
上
孤
峰
（
頂
）
、
月
下
披
雲
笑
一
声
」（

31
）

と
賛
し
、
百
丈
懐
海
（
七
四
九
―
八
一
四
）
は
「
百
丈
拈
斧
作
斫
勢
、

蘗
遂
与
一
掴
、
丈
吟
吟
而
笑
、
便
帰
」（

32
）

と
述
べ
、
雪
竇
重
顕(

九
八
〇
―
一
〇
五
二)

は
「
笑
罷
不
知
何
処
去
、
只
応
千
古
動
悲
風
」

と
い
う
頌
を
作
り
、
仰
山
慧
寂
（
八
〇
四
―
八
九
〇
）
を
賞
賛
し
て
い
る
。
ま
た
西
谷
は
、「
笑
い
」
に
関
連
す
る
宗
教
的
特
色
と
し
て
「
愚
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か
」
を
挙
げ
、
「
痴
」
も
「
愚
」
も
宗
教
経
験
の
深
さ
を
表
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
禅
宗
理
解
は
西
谷
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
単
純
に
ニ
イ
チ
ェ
の
「
仏
教
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
形
態
」（

33
）

か
ら
敷

衍
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
よ
り
重
要
な
の
は
そ
の
肯
定
的
な
態
度
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
西
谷
は
ス
テ
ィ
ル
ナ
ー
（M

ax 

Stirner,1806-1856
）
の
「
創
造
的
な
無
（das schöpferische N

ichts

）
」（

34
）

を
借
り
て
、
「
無
」
の
創
造
性
に
つ
い
て
語
り
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
が
力
を
注
い
だ
「
創
造
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
有
限
性
と
の
間
に
あ
る
根
源
的
統
一
」（

35
）

に
判
定
を
下
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
亡
命
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
（K

arl Löw
ith,1897-1973

）
が
日
本
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
た
時
、
西
谷
は
そ
れ
を
利
用
し
て
、
日
本
を
世
界
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
日
本
文
化
の
危
機
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ

し
て
「
そ
の
危
機
の
根
源
的
な
超
克
」
の
方
法
（
36
）

を
発
見
し
た
。
欧
化
・
ア
メ
リ
カ
化
の
進
展
に
伴
い
、
明
治
以
後
の
世
代
は
「
精
神
的
核
心
」

を
喪
失
し
、
二
十
世
紀
の
中
葉
に
至
っ
て
根
底
的
な
空
白
が
生
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
谷
は
、
日
本
文
化
の
危
機
は
そ
こ
に
発
生
し
た
と

考
え
る
。
そ
の
解
決
方
法
は
、
「
無
」
の
基
礎
の
上
に
、
日
本
文
化
を
世
界
の
歴
史
の
天
秤
に
置
き
直
す
こ
と
だ
と
言
う
。
西
谷
は
ニ
イ
チ

ェ
が
強
調
し
た
祖
先
へ
の
責
任
意
識
を
借
り
て
、
「
未
来
に
向
い
て
祖
先
へ
還
る
」
必
要
性
を
説
き
、
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
意
味
で
の
自
由

の
「
根
元
意
志
」（

37
）

で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
近
代
日
本
に
二
つ
の
も
の
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
日
本
人
に
虚
無
の
存
在
に
気
づ
か
せ
、
虚
無

こ
そ
日
本
の
歴
史
的
現
実
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
を
一
種
の
ニ
イ
チ
ェ
式
の
「
肯
定
的
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
日
本
人
の
「
内
な
る
空
虚
」
、
「
精
神
的
空
洞
」
を
克
服
し
、
自
己
と
の
接

触
を
保
持
さ
せ
た
点
で
あ
る
（
38
）

。

　

西
谷
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
き
合
い
、
か
つ
日
本
の
源
流
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
を
遂
行
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
「
他

者
の
う
ち
に
在
っ
て
自
己
自
身
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
手
が
か
り
に
、「
自
己
自
身
と
な
る
」こ
と
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
レ

ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
他
者
の
存
在
、
及
び
他
者
と
向
き
合
う
必
要
性
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
根
源
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
外
来
文
化
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
た
開
放
性
と
創
造
性
と
を
強
調
す
る
。
西
谷
の
「
自
身
と
な
る
」
も
ま
た
、
伝
統
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
彼

の
場
合
は
そ
こ
に
二
つ
の
事
柄
を
読
み
込
ん
で
い
る
。
一
つ
は
東
方
文
化
の
伝
統
を
反
省
す
る
中
で
、
「
過
去
」
に
つ
い
て
の
徹
底
的
な
批

判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
伝
統
を
西
洋
化
の
終
末
（eschaton

）
と
し
て
、
「
我
々
の
伝
統
は
我
々
の
行
手
か
ら
、
或
は
ニ
イ

チ
ェ
の
い
わ
ゆ
る
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
ブ
の
彼
方
か
ら
、
新
し
い
可
能
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（

39
）

と
し
て
い
る
。
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
の
克
服
は
、
東
方
世
界
の
伝
統
か
ら
、
特
に
仏
教
の
「
空
」
の
立
場
か
ら
未
来
に
向
き
合
い
、
ま
た
そ
れ
を
通
し
て
過
去
に
向
き
合

う
こ
と
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
唐
君
毅
と
人
文
主
義
の
危
機

　

そ
れ
に
対
し
て
、
唐
君
毅
が
関
心
を
抱
い
た
の
は
価
値
の
問
題
で
あ
り
、
「
精
神
価
値
」
と
い
う
も
の
が
彼
の
観
念
論
（
理
想
主
義
唯

心
論
）
を
代
表
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
中
国
の
近
代
性
が
遭
遇
し
た
の
は
文
化
の
危
機
と
価
値
の
危
機
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

一
九
四
九
年
の
中
国
内
戦
勃
発
後
の
国
家
分
裂
、
及
び
共
産
主
義
の
伝
統
的
価
値
体
系
に
対
す
る
揺
さ
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

唐
君
毅
は
『
人
文
精
神
之
重
建
』
（
一
九
五
五
年
）
の
な
か
で
、
問
題
の
核
は
中
国
と
西
洋
と
の
文
化
的
衝
突
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
中

国
の
挫
折
経
験
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
上
の
挫
折
経
験
と
関
連
す
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
問
題
は
西
洋
近
代
文
化
精
神
の
欠
点
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
帝
国
主
義
や
資
本
主
義
・
強
権
主
義
に
関
し
て
、
唐
君
毅
は
二
つ
の
反
省
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
権
力

欲
の
極
端
な
拡
大
が
「
見
嗔
（
怒
り
を
表
す
こ
と
）
」
の
偏
執
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
「
真
の
人
の
本
性
や
人
の
理
想
理
性

の
精
神
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
あ
る
種
の
現
実
主
義
・
自
然
主
義
の
精
神
へ
と
陥
っ
た
」（

40
）

こ
と
で
あ
る
。
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か
」
を
挙
げ
、
「
痴
」
も
「
愚
」
も
宗
教
経
験
の
深
さ
を
表
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
禅
宗
理
解
は
西
谷
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
単
純
に
ニ
イ
チ
ェ
の
「
仏
教
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
形
態
」（

33
）

か
ら
敷

衍
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
よ
り
重
要
な
の
は
そ
の
肯
定
的
な
態
度
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
西
谷
は
ス
テ
ィ
ル
ナ
ー
（M

ax 

Stirner,1806-1856

）
の
「
創
造
的
な
無
（das schöpferische N

ichts

）
」（

34
）

を
借
り
て
、
「
無
」
の
創
造
性
に
つ
い
て
語
り
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
が
力
を
注
い
だ
「
創
造
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
有
限
性
と
の
間
に
あ
る
根
源
的
統
一
」（

35
）

に
判
定
を
下
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
亡
命
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
（K

arl Löw
ith,1897-1973

）
が
日
本
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
た
時
、
西
谷
は
そ
れ
を
利
用
し
て
、
日
本
を
世
界
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
日
本
文
化
の
危
機
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ

し
て
「
そ
の
危
機
の
根
源
的
な
超
克
」
の
方
法
（
36
）

を
発
見
し
た
。
欧
化
・
ア
メ
リ
カ
化
の
進
展
に
伴
い
、
明
治
以
後
の
世
代
は
「
精
神
的
核
心
」

を
喪
失
し
、
二
十
世
紀
の
中
葉
に
至
っ
て
根
底
的
な
空
白
が
生
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
谷
は
、
日
本
文
化
の
危
機
は
そ
こ
に
発
生
し
た
と

考
え
る
。
そ
の
解
決
方
法
は
、
「
無
」
の
基
礎
の
上
に
、
日
本
文
化
を
世
界
の
歴
史
の
天
秤
に
置
き
直
す
こ
と
だ
と
言
う
。
西
谷
は
ニ
イ
チ

ェ
が
強
調
し
た
祖
先
へ
の
責
任
意
識
を
借
り
て
、
「
未
来
に
向
い
て
祖
先
へ
還
る
」
必
要
性
を
説
き
、
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
意
味
で
の
自
由

の
「
根
元
意
志
」（

37
）

で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
近
代
日
本
に
二
つ
の
も
の
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
日
本
人
に
虚
無
の
存
在
に
気
づ
か
せ
、
虚
無

こ
そ
日
本
の
歴
史
的
現
実
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
を
一
種
の
ニ
イ
チ
ェ
式
の
「
肯
定
的
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
日
本
人
の
「
内
な
る
空
虚
」
、
「
精
神
的
空
洞
」
を
克
服
し
、
自
己
と
の
接

触
を
保
持
さ
せ
た
点
で
あ
る
（
38
）

。

　

西
谷
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
き
合
い
、
か
つ
日
本
の
源
流
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
を
遂
行
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
「
他

者
の
う
ち
に
在
っ
て
自
己
自
身
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
手
が
か
り
に
、「
自
己
自
身
と
な
る
」こ
と
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
レ

ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
他
者
の
存
在
、
及
び
他
者
と
向
き
合
う
必
要
性
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
根
源
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
外
来
文
化
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
た
開
放
性
と
創
造
性
と
を
強
調
す
る
。
西
谷
の
「
自
身
と
な
る
」
も
ま
た
、
伝
統
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
彼

の
場
合
は
そ
こ
に
二
つ
の
事
柄
を
読
み
込
ん
で
い
る
。
一
つ
は
東
方
文
化
の
伝
統
を
反
省
す
る
中
で
、
「
過
去
」
に
つ
い
て
の
徹
底
的
な
批

判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
伝
統
を
西
洋
化
の
終
末
（eschaton

）
と
し
て
、
「
我
々
の
伝
統
は
我
々
の
行
手
か
ら
、
或
は
ニ
イ

チ
ェ
の
い
わ
ゆ
る
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
ブ
の
彼
方
か
ら
、
新
し
い
可
能
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（

39
）

と
し
て
い
る
。
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
の
克
服
は
、
東
方
世
界
の
伝
統
か
ら
、
特
に
仏
教
の
「
空
」
の
立
場
か
ら
未
来
に
向
き
合
い
、
ま
た
そ
れ
を
通
し
て
過
去
に
向
き
合

う
こ
と
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
唐
君
毅
と
人
文
主
義
の
危
機

　

そ
れ
に
対
し
て
、
唐
君
毅
が
関
心
を
抱
い
た
の
は
価
値
の
問
題
で
あ
り
、
「
精
神
価
値
」
と
い
う
も
の
が
彼
の
観
念
論
（
理
想
主
義
唯

心
論
）
を
代
表
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
中
国
の
近
代
性
が
遭
遇
し
た
の
は
文
化
の
危
機
と
価
値
の
危
機
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

一
九
四
九
年
の
中
国
内
戦
勃
発
後
の
国
家
分
裂
、
及
び
共
産
主
義
の
伝
統
的
価
値
体
系
に
対
す
る
揺
さ
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

唐
君
毅
は
『
人
文
精
神
之
重
建
』
（
一
九
五
五
年
）
の
な
か
で
、
問
題
の
核
は
中
国
と
西
洋
と
の
文
化
的
衝
突
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
中

国
の
挫
折
経
験
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
上
の
挫
折
経
験
と
関
連
す
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
問
題
は
西
洋
近
代
文
化
精
神
の
欠
点
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
帝
国
主
義
や
資
本
主
義
・
強
権
主
義
に
関
し
て
、
唐
君
毅
は
二
つ
の
反
省
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
権
力

欲
の
極
端
な
拡
大
が
「
見
嗔
（
怒
り
を
表
す
こ
と
）
」
の
偏
執
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
「
真
の
人
の
本
性
や
人
の
理
想
理
性

の
精
神
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
あ
る
種
の
現
実
主
義
・
自
然
主
義
の
精
神
へ
と
陥
っ
た
」（

40
）

こ
と
で
あ
る
。
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唐
君
毅
は
以
下
の
二
つ
の
点
か
ら
そ
の
解
決
を
考
え
た
。

（
1
）
批
判
的
に
理
性
的
人
文
精
神
を
構
築
し
な
お
す
こ
と
。

　

唐
君
毅
は
儒
家
の
人
文
主
義
を
公
約
数
と
し
て
、
中
国
と
西
洋
の
人
文
主
義
の
発
展
に
関
し
て
二
重
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
彼
が
そ
の

批
判
を
通
し
て
目
ざ
し
た
の
は
、
ま
ず
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
と
の
相
互
交
流
史
に
向
き
合
う
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
近
代
性

の
欠
陥
を
批
判
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
あ
る
種
の
異
空
間
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
人
文
精
神
の
「
再
構
築
」
の
可
能
性
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
近
代
中
国
文
化
の
内
在
的
な
欠
落
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
洋
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
文
化
を
吸
収
す
る
必
要
性
を
主
張

し
、
中
国
文
化
を
新
た
な
形
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
批
判
は
、
新
た
な
文
化
構
想
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
唐
君
毅
は
一
九
四
九
年
の
後
、
冷
戦
の
中
で
対
峙
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
植
民
地
香
港
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
は
あ
る
種
の
不
安
定
な
、
分
裂
を
は
ら
ん
だ
新
空
間
で
あ
っ
た
。
唐
の
言
う
「
霊
根
自
植
」

と
は
、
新
た
な
価
値
空
間
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
価
値
の
転
化
を
可
能
に
す
る
新
た
な
言
論
の
場
を
開
く
こ
と
を
意
味
し
た
。
西
谷
啓

治
の
転
換
運
動
は
、
伝
統
に
向
き
合
う
こ
と
が
同
時
に
未
来
へ
と
向
か
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
唐
君
毅
の
場
合
は

人
文
主
義
の
危
機
を
通
し
て
未
来
に
光
を
投
げ
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
根
本
に
返
っ
て
新
た
な
局
面
を
開
く
」
も
の

で
も
あ
っ
た
（
41
）

。
近
代
中
国
の
未
来
に
対
す
る
要
求
は
民
主
と
科
学
で
あ
っ
た
が
、
唐
君
毅
が
問
題
に
し
た
の
は
か
え
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

で
あ
っ
た
。
共
産
主
義
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
性
の
具
体
的
結
果
で
あ
り
、
唐
君
毅
は
あ
る
種
の
政
治
的
意
識
の
批
判
に
よ
っ
て
、
科
学
と
技

術
と
が
も
た
ら
す
支
配
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
唐
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
精
神
の
宗
教
と
科
学
と
を
分
け
る
傾
向
を
踏
ま
え
つ
つ
も
（
42
）

、

科
学
が
追
求
す
る
真
理
へ
の
要
求
が
近
代
性
の
困
難
を
招
く
と
も
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
欲
望
争
奪
の
自
然
主
義
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
（
43
）

。
ま
た
他
方
で
は
、
科
学
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
極
限
に
至
る
と
、
か
え
っ
て
あ
る
種
の
宗
教
的
情
景
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る

と
も
言
う
。
唐
が
言
う
「
神
と
悪
魔
の
境
は
、
生
命
と
死
亡
の
境
」
と
は
、
決
し
て
単
な
る
比
喩
で
は
な
く
、
彼
は
こ
の
苦
し
み
の
末
に
現

れ
る
境
地
を
通
し
て
、
「
仁
心
を
以
て
主
と
作
す
」
と
い
う
宗
教
的
立
場
へ
と
転
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
仁
心
は
人
の
価
値
意
識
の
根

源
」
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
価
値
の
転
換
を
考
え
た
の
で
あ
る
（
44
）

。

（
2
）
宗
教
経
験
の
提
示

　

唐
君
毅
は
独
自
の
仕
方
で
文
化
の
翻
訳
を
試
み
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
人
と
の
関
係
を
、
中
国
に
お
け
る
天
人
関
係
と
し
て
解
し
、
人

と
超
越
者
の
関
係
に
よ
っ
て
儒
・
仏
・
道
三
教
と
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
等
の
一
神
教
と
を
複
雑
に
包
摂
し
、
そ
こ
に
新
た
な
価
値
体

系
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
「
根
本
に
返
っ
て
新
た
な
局
面
を
開
く
」
と
い
う
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
宗
教
の
衝
撃
下
に
あ
る
東

洋
の
思
想
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
宗
教
に
二
重
の
意
味
で
脈
絡
化
し
よ
う
と
し
た
。
唐
の
宗
教
文
化
に
関
す
る
評
価
は
、
そ
の
表
層
に
お
い

て
は
保
守
的
で
あ
る
が
、
内
面
に
激
し
さ
を
隠
し
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
・
強
権
主
義
や
帝
国
主
義
に
抵
抗
し
、
対
決
す
る
態
度

が
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
中
で
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
唐
君
毅
は
そ
の
対
決
の
舞
台
を
宗
教
の
上
に
も
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

唐
君
毅
と
西
谷
啓
治
と
は
期
せ
ず
し
て
同
じ
よ
う
に
宗
教
批
判
の
立
場
に
立
ち
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
の
問
題
に
対
す
る
独
特
の
評
価
・
態

度
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

二　

宗
教
と
哲
学
の
選
択
―
―
差
異
・
張
力
・
転
換

（
一
）
西
谷
啓
治
：
空
の
立
場

　

西
谷
啓
治
は
一
九
六
一
年
に
『
宗
教
と
は
何
か
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
宗
教
の
必
要
性
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
否
定
性
が
作
用
し
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唐
君
毅
は
以
下
の
二
つ
の
点
か
ら
そ
の
解
決
を
考
え
た
。

（
1
）
批
判
的
に
理
性
的
人
文
精
神
を
構
築
し
な
お
す
こ
と
。

　

唐
君
毅
は
儒
家
の
人
文
主
義
を
公
約
数
と
し
て
、
中
国
と
西
洋
の
人
文
主
義
の
発
展
に
関
し
て
二
重
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
彼
が
そ
の

批
判
を
通
し
て
目
ざ
し
た
の
は
、
ま
ず
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
と
の
相
互
交
流
史
に
向
き
合
う
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
近
代
性

の
欠
陥
を
批
判
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
あ
る
種
の
異
空
間
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
人
文
精
神
の
「
再
構
築
」
の
可
能
性
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
近
代
中
国
文
化
の
内
在
的
な
欠
落
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
洋
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
文
化
を
吸
収
す
る
必
要
性
を
主
張

し
、
中
国
文
化
を
新
た
な
形
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
批
判
は
、
新
た
な
文
化
構
想
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
唐
君
毅
は
一
九
四
九
年
の
後
、
冷
戦
の
中
で
対
峙
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
植
民
地
香
港
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
は
あ
る
種
の
不
安
定
な
、
分
裂
を
は
ら
ん
だ
新
空
間
で
あ
っ
た
。
唐
の
言
う
「
霊
根
自
植
」

と
は
、
新
た
な
価
値
空
間
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
価
値
の
転
化
を
可
能
に
す
る
新
た
な
言
論
の
場
を
開
く
こ
と
を
意
味
し
た
。
西
谷
啓

治
の
転
換
運
動
は
、
伝
統
に
向
き
合
う
こ
と
が
同
時
に
未
来
へ
と
向
か
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
唐
君
毅
の
場
合
は

人
文
主
義
の
危
機
を
通
し
て
未
来
に
光
を
投
げ
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
根
本
に
返
っ
て
新
た
な
局
面
を
開
く
」
も
の

で
も
あ
っ
た
（
41
）

。
近
代
中
国
の
未
来
に
対
す
る
要
求
は
民
主
と
科
学
で
あ
っ
た
が
、
唐
君
毅
が
問
題
に
し
た
の
は
か
え
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

で
あ
っ
た
。
共
産
主
義
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
性
の
具
体
的
結
果
で
あ
り
、
唐
君
毅
は
あ
る
種
の
政
治
的
意
識
の
批
判
に
よ
っ
て
、
科
学
と
技

術
と
が
も
た
ら
す
支
配
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
唐
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
精
神
の
宗
教
と
科
学
と
を
分
け
る
傾
向
を
踏
ま
え
つ
つ
も
（
42
）

、

科
学
が
追
求
す
る
真
理
へ
の
要
求
が
近
代
性
の
困
難
を
招
く
と
も
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
欲
望
争
奪
の
自
然
主
義
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
（
43
）

。
ま
た
他
方
で
は
、
科
学
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
極
限
に
至
る
と
、
か
え
っ
て
あ
る
種
の
宗
教
的
情
景
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る

と
も
言
う
。
唐
が
言
う
「
神
と
悪
魔
の
境
は
、
生
命
と
死
亡
の
境
」
と
は
、
決
し
て
単
な
る
比
喩
で
は
な
く
、
彼
は
こ
の
苦
し
み
の
末
に
現

れ
る
境
地
を
通
し
て
、
「
仁
心
を
以
て
主
と
作
す
」
と
い
う
宗
教
的
立
場
へ
と
転
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
仁
心
は
人
の
価
値
意
識
の
根

源
」
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
価
値
の
転
換
を
考
え
た
の
で
あ
る
（
44
）

。

（
2
）
宗
教
経
験
の
提
示

　

唐
君
毅
は
独
自
の
仕
方
で
文
化
の
翻
訳
を
試
み
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
人
と
の
関
係
を
、
中
国
に
お
け
る
天
人
関
係
と
し
て
解
し
、
人

と
超
越
者
の
関
係
に
よ
っ
て
儒
・
仏
・
道
三
教
と
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
等
の
一
神
教
と
を
複
雑
に
包
摂
し
、
そ
こ
に
新
た
な
価
値
体

系
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
「
根
本
に
返
っ
て
新
た
な
局
面
を
開
く
」
と
い
う
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
宗
教
の
衝
撃
下
に
あ
る
東

洋
の
思
想
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
宗
教
に
二
重
の
意
味
で
脈
絡
化
し
よ
う
と
し
た
。
唐
の
宗
教
文
化
に
関
す
る
評
価
は
、
そ
の
表
層
に
お
い

て
は
保
守
的
で
あ
る
が
、
内
面
に
激
し
さ
を
隠
し
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
・
強
権
主
義
や
帝
国
主
義
に
抵
抗
し
、
対
決
す
る
態
度

が
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
中
で
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
唐
君
毅
は
そ
の
対
決
の
舞
台
を
宗
教
の
上
に
も
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

唐
君
毅
と
西
谷
啓
治
と
は
期
せ
ず
し
て
同
じ
よ
う
に
宗
教
批
判
の
立
場
に
立
ち
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
の
問
題
に
対
す
る
独
特
の
評
価
・
態

度
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

二　

宗
教
と
哲
学
の
選
択
―
―
差
異
・
張
力
・
転
換

（
一
）
西
谷
啓
治
：
空
の
立
場

　

西
谷
啓
治
は
一
九
六
一
年
に
『
宗
教
と
は
何
か
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
宗
教
の
必
要
性
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
否
定
性
が
作
用
し
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始
め
る
時
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
45
）

。
虚
無
が
現
れ
る
の
は
、
自
己
へ
の
「
大
疑
」
を
現
前
さ
せ
る
と
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る

種
の
転
換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
開
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
「
無
の
場
所
を
開
く
も
の
」（

46
）

と
な
り
、
同
時
に
「
そ
の
罪
か
ら
の
転
換
と

し
て
救
い
を
意
味
す
る
信
」（

47
）

が
開
か
れ
る
。
そ
れ
は
「
死
し
て
生
れ
る
転
換
の
瞬
間
、
絶
対
否
定
と
絶
対
肯
定
と
の
一
つ
な
る
瞬
間
」  

（
48
）

で
も
あ
る
。
宗
教
が
実
現
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
存
在
性
の
転
換
で
あ
る
が
（
49
）

、
こ
こ
で
の
転
換
と
は
、
あ
る
種
の
根
底
の
無
い
根
底
と
、

虚
無
を
基
礎
と
す
る
基
礎
を
差
し
替
え
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
宗
教
に
お
け
る
信
仰
の
過
程
は
、
実
在
か
ら
虚
無
へ
の
転
換
を
具
体
的
に

体
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
信
仰
の
知
恵
へ
の
転
換
、
つ
ま
り
「
転
識
成
智
」
の
過
程
で
も
あ
る
。

　

西
谷
は
キ
リ
ス
ト
教
の
有
神
論
と
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
。
西
谷
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
無
神
論
を
極
限
へ
と
推
し
進
め
、
虚
無
を
神
性

の
思
考
の
中
へ
と
引
き
入
れ
る
。
西
谷
は
、
ニ
イ
チ
ェ
の
無
神
論
が
サ
ル
ト
ル
の
そ
れ
よ
り
も
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
サ
ル
ト
ル

が
人
文
主
義
の
制
約
の
も
と
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
そ
の
鍵
は
、
自
己
の
虚
無
化
を
意
識
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
無
根
基
（
50
）

の
脱
却
す
る
自
己
（
脱
自
性
、ekstasis

）
で
あ
る
。
西
谷
は
ま
た
、
従
来
と
は
異
な
る
道
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
解
消
し
、
融
合
し
よ

う
と
す
る
。
神
秘
主
義
者
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（M

eister Eckhart,1260-1328

）
の
神
と
神
性( G

ottheit

・G
odhead

)

（
51
）

と
の
区
別
を
採
用

し
、
人
の
存
在
と
自
由
と
に
神
と
は
別
の
根
拠
を
付
与
し
て
い
る
（
52
）

。
こ
う
し
た
理
解
は
、
神
の
中
の
虚
無
を
キ
リ
ス
ト
の
へ
り
く
だ

り
（H

erablassung

）（
53
）

や
「
ケ
ノ
シ
ス
（kenôsis

）
」
―
―
「
東
洋
的
に
い
え
ば
無
我
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
―
―
へ
と
連
結
さ
せ
る
（
54
）

。  

西
谷
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
無
我
や
空
己
（
己
れ
を
空
し
く
す
る
こ
と
）
を
仏
教
の
空
性
に
応
じ
る
も
の
と
し
て
読
み
解
く
。
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
学
説
に
お
け
る
「
絶
対
無
」
を
ニ
イ
チ
ェ
の
「
相
対
的
絶
対
無
の
立
場
」
と
対
比
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
神
秘

主
義
に
よ
っ
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
可
能
性
を
見
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
西
谷
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
通
し
て
、
神
と

人
と
は
共
に
主
体
的
存
在
で
あ
る
が
、
「
主
体
的
存
在
と
い
う
も
の
は
脱
自
性
に
於
て
成
立
す
る
」（

55
）

こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
う
。
神
と
人
と
の
間
の
転
換
も
ま
た
、
信
仰
に
お
け
る
啓
示
（
こ
こ
で
い
う
啓
示
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
言
う
「
神
の
自
己
啓
示
」（

56
）

に
近
い
概
念
で
あ
る
）
と
救
い
の
間
で
互
い
に
行
わ
れ
る
転
換
な
の
で
あ
る
。
西
谷
は
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
、
「
回
心
」
を
「
実
存
的

転
換
（existential conversion

,

或
い
は
「
存
在
的
転
換
」（

57
）

と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
）
」
と
再
定
義
し
、
人
格
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

を
超
え
出
て
い
く
の
で
あ
る
。
西
谷
は
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
仏
教
へ
と
目
を
向
け
、
人
格
的
存
在
の
根
源
は
「
絶
対
的
な
無
即
有
」
で

あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
仏
教
的
に
言
え
ば
「
仮
空
の
『
中
』
と
し
て
成
立
す
る
」（

58
）

。
西
谷
が
教
会
神
学
の
モ
デ
ル
に
よ
ら
ず
、
ま
た
宗

教
哲
学
の
道
も
退
け
、
神
秘
主
義
の
角
度
か
ら
切
り
込
ん
だ
の
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
理
論
の
要
点
を
突
破
し
、
「
転
換
」
の
論
理
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

空
が
絶
対
的
な
超
越
の
場
で
あ
っ
て
、
然
も
我
々
の
彼
岸
に
で
は
な
く
我
々
よ
り
も
一
層
我
々
の
此
岸
に
開
か
れ
る
よ
う
な
場
で
あ

り
、
そ
の
開
か
れ
る
こ
と
は
絶
対
的
な
死
即
生
と
も
い
う
べ
き
転
換
を
意
味
す
る
（
…
）
。（

59
）

　

「
転
換
」
は
「
即
」（

60
）

に
依
拠
す
る
が
、
二
重
の
転
換
、
つ
ま
り
生
か
ら
死
へ
の
転
換
と
死
か
ら
生
へ
の
転
換
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
一

方
で
は
生
の
方
向
（
過
去
の
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
い
を
例
と
し
て
い
る
）
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
他
方
で
は
死
の
方
向
（
科

学
や
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
も
の
）
に
も
結
び
つ
い
て
お
り
、
転
換
も
ま
た
あ
る
種
の
飛
躍
（
61
）

の
中
―
―
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
よ
う
な
「
原

始
的
超
越
（U

r-sprung

）
」
―
―
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
死
と
生
と
が
交
差
す
る
中
で
、
言
い
か
え
れ
ば
、
物
質
と
人
格
と
が
交

わ
る
中
で
実
現
さ
れ
る
の
が
「
空
」
な
の
で
あ
る
。

　

西
谷
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
空
の
立
場
は
「
有
即
無
・
色
即
空
」
或
い
は
「
死
即
生
」
の
平
等
（
62
）

・
無
執
着
（
「
無
所
住
」
）
と
言
い
表
さ

れ
る
。
「
即
」
を
挟
ん
だ
両
項
は
、
た
だ
単
に
相
対
す
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
ま
た
単
純
な
相
互
否
定
で
も
な
く
、
平
等
な
共
在
で
あ
り
、

互
い
に
束
縛
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
（
63
）

。
彼
は
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
五
）
の
「
場
所
の
論
理
」
を
踏
ま
え
て
、
「
空
」
を
、
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始
め
る
時
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
45
）

。
虚
無
が
現
れ
る
の
は
、
自
己
へ
の
「
大
疑
」
を
現
前
さ
せ
る
と
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る

種
の
転
換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
開
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
「
無
の
場
所
を
開
く
も
の
」（

46
）

と
な
り
、
同
時
に
「
そ
の
罪
か
ら
の
転
換
と

し
て
救
い
を
意
味
す
る
信
」（

47
）

が
開
か
れ
る
。
そ
れ
は
「
死
し
て
生
れ
る
転
換
の
瞬
間
、
絶
対
否
定
と
絶
対
肯
定
と
の
一
つ
な
る
瞬
間
」  

（
48
）

で
も
あ
る
。
宗
教
が
実
現
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
存
在
性
の
転
換
で
あ
る
が
（
49
）

、
こ
こ
で
の
転
換
と
は
、
あ
る
種
の
根
底
の
無
い
根
底
と
、

虚
無
を
基
礎
と
す
る
基
礎
を
差
し
替
え
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
宗
教
に
お
け
る
信
仰
の
過
程
は
、
実
在
か
ら
虚
無
へ
の
転
換
を
具
体
的
に

体
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
信
仰
の
知
恵
へ
の
転
換
、
つ
ま
り
「
転
識
成
智
」
の
過
程
で
も
あ
る
。

　

西
谷
は
キ
リ
ス
ト
教
の
有
神
論
と
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
。
西
谷
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
無
神
論
を
極
限
へ
と
推
し
進
め
、
虚
無
を
神
性

の
思
考
の
中
へ
と
引
き
入
れ
る
。
西
谷
は
、
ニ
イ
チ
ェ
の
無
神
論
が
サ
ル
ト
ル
の
そ
れ
よ
り
も
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
サ
ル
ト
ル

が
人
文
主
義
の
制
約
の
も
と
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
そ
の
鍵
は
、
自
己
の
虚
無
化
を
意
識
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
無
根
基
（
50
）

の
脱
却
す
る
自
己
（
脱
自
性
、ekstasis

）
で
あ
る
。
西
谷
は
ま
た
、
従
来
と
は
異
な
る
道
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
解
消
し
、
融
合
し
よ

う
と
す
る
。
神
秘
主
義
者
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（M

eister Eckhart,1260-1328

）
の
神
と
神
性( G

ottheit

・G
odhead

)

（
51
）

と
の
区
別
を
採
用

し
、
人
の
存
在
と
自
由
と
に
神
と
は
別
の
根
拠
を
付
与
し
て
い
る
（
52
）

。
こ
う
し
た
理
解
は
、
神
の
中
の
虚
無
を
キ
リ
ス
ト
の
へ
り
く
だ

り
（H

erablassung

）（
53
）

や
「
ケ
ノ
シ
ス
（kenôsis

）
」
―
―
「
東
洋
的
に
い
え
ば
無
我
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
―
―
へ
と
連
結
さ
せ
る
（
54
）

。  

西
谷
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
無
我
や
空
己
（
己
れ
を
空
し
く
す
る
こ
と
）
を
仏
教
の
空
性
に
応
じ
る
も
の
と
し
て
読
み
解
く
。
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
学
説
に
お
け
る
「
絶
対
無
」
を
ニ
イ
チ
ェ
の
「
相
対
的
絶
対
無
の
立
場
」
と
対
比
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
神
秘

主
義
に
よ
っ
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
可
能
性
を
見
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
西
谷
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
を
通
し
て
、
神
と

人
と
は
共
に
主
体
的
存
在
で
あ
る
が
、
「
主
体
的
存
在
と
い
う
も
の
は
脱
自
性
に
於
て
成
立
す
る
」（

55
）

こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
う
。
神
と
人
と
の
間
の
転
換
も
ま
た
、
信
仰
に
お
け
る
啓
示
（
こ
こ
で
い
う
啓
示
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
言
う
「
神
の
自
己
啓
示
」（

56
）

に
近
い
概
念
で
あ
る
）
と
救
い
の
間
で
互
い
に
行
わ
れ
る
転
換
な
の
で
あ
る
。
西
谷
は
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
、
「
回
心
」
を
「
実
存
的

転
換
（existential conversion

,

或
い
は
「
存
在
的
転
換
」（

57
）

と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
）
」
と
再
定
義
し
、
人
格
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

を
超
え
出
て
い
く
の
で
あ
る
。
西
谷
は
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
仏
教
へ
と
目
を
向
け
、
人
格
的
存
在
の
根
源
は
「
絶
対
的
な
無
即
有
」
で

あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
仏
教
的
に
言
え
ば
「
仮
空
の
『
中
』
と
し
て
成
立
す
る
」（

58
）

。
西
谷
が
教
会
神
学
の
モ
デ
ル
に
よ
ら
ず
、
ま
た
宗

教
哲
学
の
道
も
退
け
、
神
秘
主
義
の
角
度
か
ら
切
り
込
ん
だ
の
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
理
論
の
要
点
を
突
破
し
、
「
転
換
」
の
論
理
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

空
が
絶
対
的
な
超
越
の
場
で
あ
っ
て
、
然
も
我
々
の
彼
岸
に
で
は
な
く
我
々
よ
り
も
一
層
我
々
の
此
岸
に
開
か
れ
る
よ
う
な
場
で
あ

り
、
そ
の
開
か
れ
る
こ
と
は
絶
対
的
な
死
即
生
と
も
い
う
べ
き
転
換
を
意
味
す
る
（
…
）
。（

59
）

　

「
転
換
」
は
「
即
」（

60
）

に
依
拠
す
る
が
、
二
重
の
転
換
、
つ
ま
り
生
か
ら
死
へ
の
転
換
と
死
か
ら
生
へ
の
転
換
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
一

方
で
は
生
の
方
向
（
過
去
の
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
い
を
例
と
し
て
い
る
）
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
他
方
で
は
死
の
方
向
（
科

学
や
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
も
の
）
に
も
結
び
つ
い
て
お
り
、
転
換
も
ま
た
あ
る
種
の
飛
躍
（
61
）

の
中
―
―
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
よ
う
な
「
原

始
的
超
越
（U

r-sprung

）
」
―
―
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
死
と
生
と
が
交
差
す
る
中
で
、
言
い
か
え
れ
ば
、
物
質
と
人
格
と
が
交

わ
る
中
で
実
現
さ
れ
る
の
が
「
空
」
な
の
で
あ
る
。

　

西
谷
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
空
の
立
場
は
「
有
即
無
・
色
即
空
」
或
い
は
「
死
即
生
」
の
平
等
（
62
）

・
無
執
着
（
「
無
所
住
」
）
と
言
い
表
さ

れ
る
。
「
即
」
を
挟
ん
だ
両
項
は
、
た
だ
単
に
相
対
す
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
ま
た
単
純
な
相
互
否
定
で
も
な
く
、
平
等
な
共
在
で
あ
り
、

互
い
に
束
縛
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
（
63
）

。
彼
は
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
五
）
の
「
場
所
の
論
理
」
を
踏
ま
え
て
、
「
空
」
を
、
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転
換
が
行
わ
れ
う
る
場
所
に
し
た
の
で
あ
る
。

空
と
は
、
我
々
に
於
け
る
真
の
自
性
の
自
覚
、
或
は
真
の
自
覚
性
と
し
て
の
自
性
と
、
そ
の
如
実
相
に
於
け
る
諸
々
の
も
の
自
体
が
、

同
時
に
、
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
一
つ
に
、
更
に
い
え
ば
自
己
同
一
的
に
、
成
り
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

64
）

　

空
は
い
わ
ゆ
る
「
も
の
自
体
」
に
、
脱
却
と
い
う
仕
方
で
存
在
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
を
本
と
す
る
あ
る
種
の
自
覚
で
あ
り
、「
本
」

或
い
は
「
も
と
づ
く
」（

65
）

と
い
う
形
態
を
と
っ
て
現
れ
る
。
西
谷
は
特
に
「
火
は
自
ら
焼
か
ず
」
と
い
う
例
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
火

の
自
体
」
―
―
「
火
自
身
に
と
っ
て
の
、
火
の
自
己
同
一
性
」（

66
）

―
―
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
有
る
物
が
自
ら
の
う
ち
へ
自
ら
を
集
め

て
い
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
無
自
性
を
現
す
の
で
あ
り
、
事
物
の
仮
現
の
相
と
な
る
の
で
あ
る
（
67
）

。
そ
う
し
た
集
中
に
お
い
て
、
心
（
本

心
）
は
意
識
の
場
所
を
越
え
て
、
無
我
の
「
定
」
の
場
所
へ
と
入
り
込
む
。
「
三
昧
（sam

adhi

）
」
の
定
（
68
）

は
、
場
所
性
の
定
立
で
あ
り
、

虚
無
の
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
物
を
し
て
虚
無
の
散
乱
解
体
か
ら
「
自
ら
の
う
ち
へ
自
ら

を
集
め
る
集
中
」（

69
）

へ
と
立
ち
返
ら
せ
、
事
物
そ
の
も
の
の
「
徳
」
へ
と
回
帰
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
「
空
」
と
い
う
角
度
か
ら
虚
無
を
見
て
は
じ
め
て
虚
無
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
仏
教
の
「
空
」
か
ら
の
み
近
代
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
が
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
西
谷
自
身
の
参
禅
経
験
で
あ
り
、
体
制

の
な
か
で
維
持
さ
れ
て
き
た
仏
教
で
は
な
か
っ
た
（
70
）

。
日
本
の
禅
仏
教
は
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
に
お
け
る
「
絶
対
無
」
の
意
義
を
再
評

価
し
、
そ
れ
を
「
空
の
場
所
」
へ
と
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
近
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
普
遍
世
界
の
問
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
「
空
の
立
場
」
は

そ
の
鍵
を
示
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
立
ち
戻
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
克
服
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
困
難
を
克

服
す
る
道
を
も
指
し
示
し
た
。
宗
教
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
、
「
空
の
宗
教
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
宗
教
に
お
け
る
伝
統
の
分
裂
と
い

う
困
難
を
も
転
換
し
、
ま
た
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
仏
教
）
の
中
で
、
新
た
な
可
能
性
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
唐
君
毅
の
儒
家
批
判

　

唐
君
毅
が
論
じ
る
宗
教
は
人
文
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
宗
教
は
人
文
精
神
の
営
み
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
理
解
で
は
、

中
国
の
敬
天
の
宗
教
は
「
西
洋
の
宗
教
の
不
足
を
補
う
」
こ
と
が
で
き
、
「
未
来
の
新
宗
教
」
の
基
礎
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は

「
中
国
の
宗
教
精
神
」
（
特
に
天
地
や
祖
先
を
祭
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
、
祭
祀
に
お
け
る
「
上
達
」
―
―
人
の
報
恩
・
復
始
（
「
大
報
本
復
始
」
） 

（
71
）

―
―
と
「
下
承
」
―
―
人
間
世
界
と
そ
の
他
の
万
物
に
向
き
合
う
こ
と
―
―
の
二
つ
の
面
が
具
体
化
さ
れ
る
と
言
う
。

　

唐
君
毅
は
決
し
て
超
越
性
を
否
定
せ
ず
、
「
善
が
客
観
宇
宙
を
主
宰
す
る
」
と
い
う
信
仰
に
、
二
種
の
正
義
の
原
則
、
つ
ま
り
「
無
罪
の

受
難
は
、
必
ず
償
わ
れ
る
」
及
び
「
有
罪
で
あ
れ
ば
苦
し
み
を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
罪
に
罰
を
受
け
さ
せ
て
、
罪
や
苦
し
み
は
と
も
に
取

り
除
か
れ
る
」
と
い
う
原
則
（
72
）

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
理
解
す
る
超
越
性
は
、
孤
立
し
た
そ
れ
で
は
な

い
（
73
）

。
互
い
に
感
応
し
あ
う
関
係
が
あ
り
、
そ
の
中
に
方
向
の
違
い
、
つ
ま
り
他
者
の
感
応
・
自
己
の
感
応
・
自
然
世
界
の
感
応
・
天
の

感
応
が
あ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
「
生
生
不
已
」
の
天
徳
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
種
々
の
感
応
も
ま
た
自
然
万
物
相
互
の
感
応

の
関
係
の
中
へ
と
埋
め
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
74
）

。
中
国
の
天
地
信
仰
は
超
越
性
を
排
除
せ
ず
、
内
在
的
特
徴
を
具
え
て
い
る
（
75
）

。
伝
統

の
「
天
・
地
・
君
・
親
・
師
」
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
、
権
威
を
肯
定
す
る
の
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
魅
力
（chrism

a

）
を
肯
定
す
る
の
で

も
な
く
、
人
格
世
界
の
典
型
的
な
あ
り
方
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
76
）

。
唐
君
毅
は
三
祭
（
天
地
祭
祀
・
祖
先
祭
祀
・
聖
賢
祭
祀
（
77
）

）

を
分
析
す
る
中
で
、
は
っ
き
り
と
伝
統
・
現
在
・
未
来
の
大
き
な
転
換
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
唐
君
毅
に
と
り
わ
け
未
来
の
宗
教

に
つ
い
て
語
ら
せ
た
要
因
な
の
で
あ
る
。
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転
換
が
行
わ
れ
う
る
場
所
に
し
た
の
で
あ
る
。

空
と
は
、
我
々
に
於
け
る
真
の
自
性
の
自
覚
、
或
は
真
の
自
覚
性
と
し
て
の
自
性
と
、
そ
の
如
実
相
に
於
け
る
諸
々
の
も
の
自
体
が
、

同
時
に
、
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
一
つ
に
、
更
に
い
え
ば
自
己
同
一
的
に
、
成
り
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

64
）

　

空
は
い
わ
ゆ
る
「
も
の
自
体
」
に
、
脱
却
と
い
う
仕
方
で
存
在
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
を
本
と
す
る
あ
る
種
の
自
覚
で
あ
り
、「
本
」

或
い
は
「
も
と
づ
く
」（

65
）

と
い
う
形
態
を
と
っ
て
現
れ
る
。
西
谷
は
特
に
「
火
は
自
ら
焼
か
ず
」
と
い
う
例
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
火

の
自
体
」
―
―
「
火
自
身
に
と
っ
て
の
、
火
の
自
己
同
一
性
」（

66
）

―
―
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
有
る
物
が
自
ら
の
う
ち
へ
自
ら
を
集
め

て
い
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
無
自
性
を
現
す
の
で
あ
り
、
事
物
の
仮
現
の
相
と
な
る
の
で
あ
る
（
67
）

。
そ
う
し
た
集
中
に
お
い
て
、
心
（
本

心
）
は
意
識
の
場
所
を
越
え
て
、
無
我
の
「
定
」
の
場
所
へ
と
入
り
込
む
。
「
三
昧
（sam

adhi

）
」
の
定
（
68
）

は
、
場
所
性
の
定
立
で
あ
り
、

虚
無
の
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
物
を
し
て
虚
無
の
散
乱
解
体
か
ら
「
自
ら
の
う
ち
へ
自
ら

を
集
め
る
集
中
」（

69
）

へ
と
立
ち
返
ら
せ
、
事
物
そ
の
も
の
の
「
徳
」
へ
と
回
帰
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
「
空
」
と
い
う
角
度
か
ら
虚
無
を
見
て
は
じ
め
て
虚
無
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
仏
教
の
「
空
」
か
ら
の
み
近
代
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
が
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
西
谷
自
身
の
参
禅
経
験
で
あ
り
、
体
制

の
な
か
で
維
持
さ
れ
て
き
た
仏
教
で
は
な
か
っ
た
（
70
）

。
日
本
の
禅
仏
教
は
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
に
お
け
る
「
絶
対
無
」
の
意
義
を
再
評

価
し
、
そ
れ
を
「
空
の
場
所
」
へ
と
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
近
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
普
遍
世
界
の
問
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
「
空
の
立
場
」
は

そ
の
鍵
を
示
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
立
ち
戻
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
克
服
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
困
難
を
克

服
す
る
道
を
も
指
し
示
し
た
。
宗
教
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
、
「
空
の
宗
教
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
宗
教
に
お
け
る
伝
統
の
分
裂
と
い

う
困
難
を
も
転
換
し
、
ま
た
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
（
仏
教
）
の
中
で
、
新
た
な
可
能
性
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
唐
君
毅
の
儒
家
批
判

　

唐
君
毅
が
論
じ
る
宗
教
は
人
文
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
宗
教
は
人
文
精
神
の
営
み
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
理
解
で
は
、

中
国
の
敬
天
の
宗
教
は
「
西
洋
の
宗
教
の
不
足
を
補
う
」
こ
と
が
で
き
、
「
未
来
の
新
宗
教
」
の
基
礎
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は

「
中
国
の
宗
教
精
神
」
（
特
に
天
地
や
祖
先
を
祭
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
、
祭
祀
に
お
け
る
「
上
達
」
―
―
人
の
報
恩
・
復
始
（
「
大
報
本
復
始
」
） 

（
71
）

―
―
と
「
下
承
」
―
―
人
間
世
界
と
そ
の
他
の
万
物
に
向
き
合
う
こ
と
―
―
の
二
つ
の
面
が
具
体
化
さ
れ
る
と
言
う
。

　

唐
君
毅
は
決
し
て
超
越
性
を
否
定
せ
ず
、
「
善
が
客
観
宇
宙
を
主
宰
す
る
」
と
い
う
信
仰
に
、
二
種
の
正
義
の
原
則
、
つ
ま
り
「
無
罪
の

受
難
は
、
必
ず
償
わ
れ
る
」
及
び
「
有
罪
で
あ
れ
ば
苦
し
み
を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
罪
に
罰
を
受
け
さ
せ
て
、
罪
や
苦
し
み
は
と
も
に
取

り
除
か
れ
る
」
と
い
う
原
則
（
72
）

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
理
解
す
る
超
越
性
は
、
孤
立
し
た
そ
れ
で
は
な

い
（
73
）

。
互
い
に
感
応
し
あ
う
関
係
が
あ
り
、
そ
の
中
に
方
向
の
違
い
、
つ
ま
り
他
者
の
感
応
・
自
己
の
感
応
・
自
然
世
界
の
感
応
・
天
の

感
応
が
あ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
「
生
生
不
已
」
の
天
徳
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
種
々
の
感
応
も
ま
た
自
然
万
物
相
互
の
感
応

の
関
係
の
中
へ
と
埋
め
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
74
）

。
中
国
の
天
地
信
仰
は
超
越
性
を
排
除
せ
ず
、
内
在
的
特
徴
を
具
え
て
い
る
（
75
）

。
伝
統

の
「
天
・
地
・
君
・
親
・
師
」
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
、
権
威
を
肯
定
す
る
の
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
魅
力
（chrism

a

）
を
肯
定
す
る
の
で

も
な
く
、
人
格
世
界
の
典
型
的
な
あ
り
方
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
76
）

。
唐
君
毅
は
三
祭
（
天
地
祭
祀
・
祖
先
祭
祀
・
聖
賢
祭
祀
（
77
）

）

を
分
析
す
る
中
で
、
は
っ
き
り
と
伝
統
・
現
在
・
未
来
の
大
き
な
転
換
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
唐
君
毅
に
と
り
わ
け
未
来
の
宗
教

に
つ
い
て
語
ら
せ
た
要
因
な
の
で
あ
る
。
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唐
君
毅
は
宋
明
の
儒
者
を
批
判
し
（
78
）

、
宗
教
の
基
礎
は
感
応
す
る
仁
心
（
自
然
・
我
心
・
他
心
を
貫
く
客
観
的
天
心
）
に
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
理
性
を
基
礎
と
す
る
現
代
宗
教
は
、
か
つ
て
の
伝
統
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
未
来
へ
と
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
唐

も
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
（
79
）

。
儒
家
思
想
と
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
違
い
を
意
識
し
つ
つ
、
唐
は
普
遍
性
（
文
化
の
全
体
性
）

と
い
う
角
度
か
ら
、
異
教
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
も
つ
べ
き
こ
と
、
つ
ま
り
寛
容
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
80
）

。
他
の
宗
教
を
容

認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
家
思
想
は
通
教
的
性
格
を
有
し
、
諸
種
の
宗
教
を
融
合
す
る
方
向
へ
と
発
展
す
る
。
つ
ま
り
「
円
教
」
的
性
格

を
具
え
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
及
は
、
同
時
に
、
既
存
の
宗
教
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
評
価
・

批
判
を
含
む
も
の
と
言
え
る
。

　

西
谷
と
は
異
な
り
、
唐
君
毅
は
カ
ン
ト
（Im

m
anuel K

ant, 1724-1804

）
―
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg W
ilhelm

 Friedrich H
egel,1770-1831

）

の
系
譜
上
に
お
い
て
思
想
形
成
を
行
っ
た
。
そ
の
影
響
の
も
と
で
、
宗
教
の
理
性
的
基
礎
に
つ
い
て
思
索
し
、
主
体
の
自
己
超
越
（sich 

überw
inden, transzendieren

）
の
働
き
か
ら
超
越
者
の
成
立
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
『
文
化
意
識
与
道
徳
理
性
』
の
中
で
、
理
性
（
超
越

性
と
主
宰
性
と
を
具
え
た
）
・
精
神
・
道
徳
意
識
・
自
我
の
自
己
超
越
の
働
き
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
81
）

。
彼
が
立
脚
し
て
い
る
の
は
「
主

体
性
」
の
哲
学
の
立
場
で
あ
り
、
西
谷
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
行
っ
た
主
体
性
の
哲
学
に
対
す
る
批
判
に
与
し
た
の
と
は
大
き
く
異
な
る
（
自

己
・
自
己
自
体
は
、
主
体
と
実
体
と
は
根
本
的
に
異
な
る
）
。 

　

唐
君
毅
は
「
宗
教
意
識
之
十
型
態
」（

82
）

の
中
で
、
あ
る
種
の
、
発
生
過
程
に
準
ず
る
自
覚
の
諸
段
階
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
実
は
価
値
の
高
下
に
も
関
わ
る
。
人
格
を
基
礎
と
す
る
宗
教
意
識
は
「
道
徳
価
値
に
対
す
る
自
覚
の
活
動
」（

83
）

に
根
拠
を
置
き
、
そ
の

究
極
の
形
態
に
お
い
て
は
、
「
一
種
の
最
も
深
い
道
徳
意
識
」（

84
）

な
の
で
あ
る
。
円
満
な
形
態
の
宗
教
は
「
超
越
神
」
の
位
層
と
「
そ
の

神
た
る
を
忘
れ
る
」
聖
賢
人
格
の
位
層
と
を
合
わ
せ
持
つ
。
し
か
し
、
も
し
仮
に
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
層
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
宗

教
上
の
罪
過
」
と
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

唐
君
毅
は
ま
た
先
秦
儒
学
の
宗
教
的
精
神
へ
と
立
ち
戻
り
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
に
よ
る
祖
先
神
崇
拝
へ
の
反
対
（
85
）

や
中
国

宋
儒
の
天
地
祭
祀
へ
の
反
対
が
、
い
ず
れ
も
そ
う
し
た
宗
教
形
態
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
は
伝
統
へ
の
回
顧
を
通

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
形
態
の
位
階
に
つ
い
て
再
考
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
・
ニ
イ
チ
ェ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
や
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
ら
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
古
典
的
意
識
へ
と
立
ち
戻
り
、
そ
こ
か
ら
現
代
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て
再
考
し
た
こ
と
を
容
易

に
連
想
す
る
。

　

唐
君
毅
晩
年
の
『
生
命
存
在
与
心
霊
境
界
』
で
は
、
彼
自
身
の
現
代
思
想
に
関
す
る
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
哲
学
・
道
徳
・
宗
教
・

仏
教
・
一
神
教
・
儒
家
思
想
が
序
列
化
さ
れ
、
一
つ
の
価
値
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
最
後
の
「
超
主
客
観
境
」
の
中
で
、

西
洋
の
一
神
教
（
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
）
・
大
乗
仏
教
・
儒
家
思
想
の
三
境
地
を
取
り
あ
げ
、
弁
証
法
的
な
止
揚
の
関

係
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
儒
家
思
想
の
天
徳
の
流
行
が
、
仏
教
に
お
け
る
我
法
の
二
境
地
よ
り
も
高
い
位
置
に
置
か
れ
る
の
は
、
生
命
が

経
て
き
た
過
程
そ
の
も
の
が
一
種
の
「
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
無
く
自
ら
超
越
し
て
い
く
」（

86
）

原
理
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
生
命
そ
の
も
の
が
内
に
具
え
た
善
性
を
肯
定
す
る
こ
と
で
、
自
ら
を
超
越
し
、
執
着
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
既
定

の
生
命
事
実
か
ら
「
我
執
」
・
「
法
執
」
を
説
く
の
で
は
な
い
。
「
自
己
の
超
越
」
も
ま
た
、
あ
る
種
の
「
死
の
知
恵
」
―
―
自
然
的
生
命
の

終
わ
り
を
受
け
止
め
、
生
命
の
保
存
に
徒
ら
に
執
着
す
る
こ
と
の
な
い
知
恵
―
―
を
生
み
出
す
（
87
）

。
生
命
力
が
内
に
具
え
る
善
は
、
自
然

の
生
と
死
と
を
乗
り
越
え
、
個
体
的
な
制
限
を
も
超
え
て
、
他
者
（
外
在
の
事
物
・
他
者
、
な
い
し
聖
賢
の
人
格
、
神
聖
の
位
格
）
と
感
応

す
る
境
地
へ
と
達
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
超
越
・
原
始
的
善
性
・
相
互
感
応
の
三
層
の
論
述
に
照
ら
し
て
、
唐
君
毅
は
儒
家
の
性
情
の
教
え

を
評
価
し
（
88
）

、
儒
家
の
言
う
性
善
を
第
一
義
の
本
性
と
し
、
仏
教
の
我
執
を
第
二
義
の
本
性
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
同
時
に

仏
教
が
抜
苦
観
空
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
（
89
）

、
そ
れ
が
儒
家
の
順
成
の
教
え
（
本
性
の
善
に
順
い
、
天
命
の
創
造
的
過
程
を
そ
の

ま
ま
引
き
受
け
る
こ
と
）
と
は
異
な
る
も
の
の
、
目
的
に
お
い
て
は
一
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
唐
君
毅
は
両
者
の
比
較
に
お
い
て
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唐
君
毅
は
宋
明
の
儒
者
を
批
判
し
（
78
）

、
宗
教
の
基
礎
は
感
応
す
る
仁
心
（
自
然
・
我
心
・
他
心
を
貫
く
客
観
的
天
心
）
に
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
理
性
を
基
礎
と
す
る
現
代
宗
教
は
、
か
つ
て
の
伝
統
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
未
来
へ
と
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
唐

も
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
（
79
）

。
儒
家
思
想
と
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
違
い
を
意
識
し
つ
つ
、
唐
は
普
遍
性
（
文
化
の
全
体
性
）

と
い
う
角
度
か
ら
、
異
教
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
も
つ
べ
き
こ
と
、
つ
ま
り
寛
容
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
80
）

。
他
の
宗
教
を
容

認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
家
思
想
は
通
教
的
性
格
を
有
し
、
諸
種
の
宗
教
を
融
合
す
る
方
向
へ
と
発
展
す
る
。
つ
ま
り
「
円
教
」
的
性
格

を
具
え
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
及
は
、
同
時
に
、
既
存
の
宗
教
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
評
価
・

批
判
を
含
む
も
の
と
言
え
る
。

　

西
谷
と
は
異
な
り
、
唐
君
毅
は
カ
ン
ト
（Im

m
anuel K

ant, 1724-1804

）
―
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg W
ilhelm

 Friedrich H
egel,1770-1831

）

の
系
譜
上
に
お
い
て
思
想
形
成
を
行
っ
た
。
そ
の
影
響
の
も
と
で
、
宗
教
の
理
性
的
基
礎
に
つ
い
て
思
索
し
、
主
体
の
自
己
超
越
（sich 

überw
inden, transzendieren

）
の
働
き
か
ら
超
越
者
の
成
立
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
『
文
化
意
識
与
道
徳
理
性
』
の
中
で
、
理
性
（
超
越

性
と
主
宰
性
と
を
具
え
た
）
・
精
神
・
道
徳
意
識
・
自
我
の
自
己
超
越
の
働
き
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
81
）

。
彼
が
立
脚
し
て
い
る
の
は
「
主

体
性
」
の
哲
学
の
立
場
で
あ
り
、
西
谷
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
行
っ
た
主
体
性
の
哲
学
に
対
す
る
批
判
に
与
し
た
の
と
は
大
き
く
異
な
る
（
自

己
・
自
己
自
体
は
、
主
体
と
実
体
と
は
根
本
的
に
異
な
る
）
。 

　

唐
君
毅
は
「
宗
教
意
識
之
十
型
態
」（

82
）

の
中
で
、
あ
る
種
の
、
発
生
過
程
に
準
ず
る
自
覚
の
諸
段
階
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
実
は
価
値
の
高
下
に
も
関
わ
る
。
人
格
を
基
礎
と
す
る
宗
教
意
識
は
「
道
徳
価
値
に
対
す
る
自
覚
の
活
動
」（

83
）

に
根
拠
を
置
き
、
そ
の

究
極
の
形
態
に
お
い
て
は
、
「
一
種
の
最
も
深
い
道
徳
意
識
」（

84
）

な
の
で
あ
る
。
円
満
な
形
態
の
宗
教
は
「
超
越
神
」
の
位
層
と
「
そ
の

神
た
る
を
忘
れ
る
」
聖
賢
人
格
の
位
層
と
を
合
わ
せ
持
つ
。
し
か
し
、
も
し
仮
に
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
層
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
宗

教
上
の
罪
過
」
と
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

唐
君
毅
は
ま
た
先
秦
儒
学
の
宗
教
的
精
神
へ
と
立
ち
戻
り
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
に
よ
る
祖
先
神
崇
拝
へ
の
反
対
（
85
）

や
中
国

宋
儒
の
天
地
祭
祀
へ
の
反
対
が
、
い
ず
れ
も
そ
う
し
た
宗
教
形
態
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
は
伝
統
へ
の
回
顧
を
通

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
形
態
の
位
階
に
つ
い
て
再
考
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
・
ニ
イ
チ
ェ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
や
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
ら
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
古
典
的
意
識
へ
と
立
ち
戻
り
、
そ
こ
か
ら
現
代
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て
再
考
し
た
こ
と
を
容
易

に
連
想
す
る
。

　

唐
君
毅
晩
年
の
『
生
命
存
在
与
心
霊
境
界
』
で
は
、
彼
自
身
の
現
代
思
想
に
関
す
る
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
哲
学
・
道
徳
・
宗
教
・

仏
教
・
一
神
教
・
儒
家
思
想
が
序
列
化
さ
れ
、
一
つ
の
価
値
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
最
後
の
「
超
主
客
観
境
」
の
中
で
、

西
洋
の
一
神
教
（
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
）
・
大
乗
仏
教
・
儒
家
思
想
の
三
境
地
を
取
り
あ
げ
、
弁
証
法
的
な
止
揚
の
関

係
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
儒
家
思
想
の
天
徳
の
流
行
が
、
仏
教
に
お
け
る
我
法
の
二
境
地
よ
り
も
高
い
位
置
に
置
か
れ
る
の
は
、
生
命
が

経
て
き
た
過
程
そ
の
も
の
が
一
種
の
「
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
無
く
自
ら
超
越
し
て
い
く
」（

86
）

原
理
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
生
命
そ
の
も
の
が
内
に
具
え
た
善
性
を
肯
定
す
る
こ
と
で
、
自
ら
を
超
越
し
、
執
着
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
既
定

の
生
命
事
実
か
ら
「
我
執
」
・
「
法
執
」
を
説
く
の
で
は
な
い
。
「
自
己
の
超
越
」
も
ま
た
、
あ
る
種
の
「
死
の
知
恵
」
―
―
自
然
的
生
命
の

終
わ
り
を
受
け
止
め
、
生
命
の
保
存
に
徒
ら
に
執
着
す
る
こ
と
の
な
い
知
恵
―
―
を
生
み
出
す
（
87
）

。
生
命
力
が
内
に
具
え
る
善
は
、
自
然

の
生
と
死
と
を
乗
り
越
え
、
個
体
的
な
制
限
を
も
超
え
て
、
他
者
（
外
在
の
事
物
・
他
者
、
な
い
し
聖
賢
の
人
格
、
神
聖
の
位
格
）
と
感
応

す
る
境
地
へ
と
達
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
超
越
・
原
始
的
善
性
・
相
互
感
応
の
三
層
の
論
述
に
照
ら
し
て
、
唐
君
毅
は
儒
家
の
性
情
の
教
え

を
評
価
し
（
88
）

、
儒
家
の
言
う
性
善
を
第
一
義
の
本
性
と
し
、
仏
教
の
我
執
を
第
二
義
の
本
性
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
同
時
に

仏
教
が
抜
苦
観
空
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
（
89
）

、
そ
れ
が
儒
家
の
順
成
の
教
え
（
本
性
の
善
に
順
い
、
天
命
の
創
造
的
過
程
を
そ
の

ま
ま
引
き
受
け
る
こ
と
）
と
は
異
な
る
も
の
の
、
目
的
に
お
い
て
は
一
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
唐
君
毅
は
両
者
の
比
較
に
お
い
て
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は
儒
仏
の
差
異
を
確
認
し
な
が
ら
、
他
方
で
法
華
・
華
厳
の
円
教
や
禅
宗
を
大
い
に
賞
賛
し
、
両
者
融
合
の
道
を
残
す
の
で
あ
る
。
区
別
と

融
合
と
の
両
面
を
見
据
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
区
別
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
る
隔
絶
を
避
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ

る
。

　

唐
君
毅
が
成
立
さ
せ
た
最
高
価
値
は
、
儒
家
を
典
範
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
者
の
信
仰
価
値
に
も
目
を
向
け
、
そ
れ
を
肯
定
し
た

の
で
あ
る
。
哲
学
に
関
し
て
は
、
彼
は
哲
学
の
目
標
は
「
世
の
た
め
に
教
え
を
興
す
こ
と
」（

90
）

だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
哲
学
の
限
界
を

明
確
に
し
、
そ
の
限
界
を
乗
り
超
え
て
宗
教
の
創
設
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
谷
啓
治
も
ま
た
、
哲
学
を
基
礎
を
と
し
、

宗
教
に
よ
っ
て
文
化
的
危
機
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
両
者
は
い
ず
れ
も
哲
学
と
宗
教
と
の
間
に
、
相
互
に
連
結
し
あ
う
関
係
と
、
差
異
の

側
面
と
を
見
て
い
る
。
西
谷
が
言
う
「
未
来
に
向
い
て
祖
先
に
還
る
」
こ
と
は
、
祖
先
に
対
す
る
責
任
意
識
で
あ
り
、
根
源
的
な
意
志
に
よ

っ
て
伝
統
の
中
に
成
立
し
た
「
自
己
」
を
明
確
に
描
き
出
し
、
「
自
己
」
を
過
去
・
現
在
・
未
来
の
連
続
性
の
中
に
打
ち
立
て
る
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
「
空
の
立
場
」
で
あ
る
。
空
は
そ
の
転
換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
自
己
を
自
己
た
ら

し
め
る
の
で
あ
る
。
唐
君
毅
が
自
己
超
越
に
よ
っ
て
永
遠
存
在
と
し
て
の
道
徳
的
自
我
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
の
も
、
実
は
同
工
異
曲
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

三　

結
び
に
代
え
て　

差
異
の
共
同
体
―
―
東
ア
ジ
ア
の
新
た
な
挑
戦

　

西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
は
西
洋
近
代
の
衝
撃
を
深
く
受
け
止
め
、
思
想
家
と
し
て
近
代
が
は
ら
む
問
題
に
応
え
よ
う
と
力
を
尽
く
し
た
が
、

そ
の
関
心
は
歴
史
的
伝
統
に
、
そ
し
て
そ
の
現
代
に
お
け
る
更
新
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
は
実
際
に
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

統
に
対
し
て
距
離
を
保
ち
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
他
方
、
西
洋
文
化
の
高
い
成
果
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
は
ら

む
問
題
を
、
伝
統
を
手
が
か
り
に
乗
り
超
え
、
「
未
来
」
に
向
き
合
お
う
と
し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
二
人
の
哲
学
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
と
儒

家
思
想
と
を
基
礎
に
、
近
代
の
問
題
へ
の
回
答
の
モ
デ
ル
―
―
「
近
代
の
超
克
」
（
西
谷
の
こ
と
ば
）
の
モ
デ
ル
―
―
を
用
意
し
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

東
ア
ジ
ア
を
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
自
我
と
対
比
し
て
、
デ
リ
ダ
（Jacques D

errida,1930-2004

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
自
我
に
お
け

る
自
己
同
一
性
を
緩
や
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
務
め
た
。
岬
（le cap

）
に
含
ま
れ
る
二
重
の
意
味
―
―
資
本
（le capital

）
と
首
都
（la 

capitale

）（
91
）

―
―
に
つ
い
て
の
分
析
を
通
じ
て
、
デ
リ
ダ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
他
性
（altérité

）
に
向
か
う
開
放
的
な
も
の
と
解
す
る
。
た

だ
他
の
岬
の
他
の
岸
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
（s’ouvrir sur l’autre rive d’un autre cap

）
、
ま
た
岬
一
般
の
他
者
（l’autre du cap en 

général

）
で
も
あ
る
と
し
、
自
ら
を
他
者
に
開
く
必
要
が
な
い
（sans s’ouvrir de lui-m

êm
e sur un autre

）
と
言
う
（
92
）

。
こ
の
責
任
感

を
伴
う
開
放
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
自
己
同
一
性
を
、
「
普
遍
的
な
も
の
を
独
自
な
も
の
の
中
に
、
か
け
が
え
の
な
い
仕
方
で
組
み
入
れ

る
こ
と
（l’irrem

plaçable inscription de l’universel dans le singulier

）
」（

93
）

に
す
る
。

　

一
方
ブ
ラ
ー
グ
（R

ém
i B

rague,1947-

）
は
、
ロ
ー
マ
的
特
徴
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
析
す
る
。
文
明
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、
ロ

ー
マ
文
化
は
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
次
に
位
置
し
（
94
）

、
宗
教
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
依
拠
す
る
『
新
約
聖
書
』
は

ユ
ダ
ヤ
教
の
『
旧
約
聖
書
』
の
次
に
置
か
れ
る
（
95
）

。
こ
う
し
た
副
次
性
（secondarité

）
が
、
ロ
ー
マ
独
自
の
あ
り
方
を
形
成
し
、
異
文

化
の
「
適
合
作
用
（appropriation

）
」（

96
）

に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
そ
の
他
の
文
化
の
明
確
な
違
い
を
要
求
し
た
の
だ
と
言
う
。
こ
の

よ
う
に
、
二
人
の
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
は
い
ず
れ
も
開
放
と
い
う
観
点
か
ら
他
者
性
に
向
き
合
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
同
一
性
」
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

近
代
の
問
題
に
関
わ
っ
て
も
、
ブ
ラ
ー
グ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
自
己
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
（
97
）

。
デ
リ
ダ
も
ま

た
「
引
き
受
け
る
」
未
来
を
強
調
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
継
承
す
る
民
主
主
義
が
「
引
き
受
け
る
構
造
」
―
―
「
こ
の
時
こ
の
瞬
間
に
未
来
を
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は
儒
仏
の
差
異
を
確
認
し
な
が
ら
、
他
方
で
法
華
・
華
厳
の
円
教
や
禅
宗
を
大
い
に
賞
賛
し
、
両
者
融
合
の
道
を
残
す
の
で
あ
る
。
区
別
と

融
合
と
の
両
面
を
見
据
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
区
別
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
る
隔
絶
を
避
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ

る
。

　

唐
君
毅
が
成
立
さ
せ
た
最
高
価
値
は
、
儒
家
を
典
範
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
者
の
信
仰
価
値
に
も
目
を
向
け
、
そ
れ
を
肯
定
し
た

の
で
あ
る
。
哲
学
に
関
し
て
は
、
彼
は
哲
学
の
目
標
は
「
世
の
た
め
に
教
え
を
興
す
こ
と
」（

90
）

だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
哲
学
の
限
界
を

明
確
に
し
、
そ
の
限
界
を
乗
り
超
え
て
宗
教
の
創
設
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
谷
啓
治
も
ま
た
、
哲
学
を
基
礎
を
と
し
、

宗
教
に
よ
っ
て
文
化
的
危
機
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
両
者
は
い
ず
れ
も
哲
学
と
宗
教
と
の
間
に
、
相
互
に
連
結
し
あ
う
関
係
と
、
差
異
の

側
面
と
を
見
て
い
る
。
西
谷
が
言
う
「
未
来
に
向
い
て
祖
先
に
還
る
」
こ
と
は
、
祖
先
に
対
す
る
責
任
意
識
で
あ
り
、
根
源
的
な
意
志
に
よ

っ
て
伝
統
の
中
に
成
立
し
た
「
自
己
」
を
明
確
に
描
き
出
し
、
「
自
己
」
を
過
去
・
現
在
・
未
来
の
連
続
性
の
中
に
打
ち
立
て
る
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
「
空
の
立
場
」
で
あ
る
。
空
は
そ
の
転
換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
自
己
を
自
己
た
ら

し
め
る
の
で
あ
る
。
唐
君
毅
が
自
己
超
越
に
よ
っ
て
永
遠
存
在
と
し
て
の
道
徳
的
自
我
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
の
も
、
実
は
同
工
異
曲
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

三　

結
び
に
代
え
て　

差
異
の
共
同
体
―
―
東
ア
ジ
ア
の
新
た
な
挑
戦

　

西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
は
西
洋
近
代
の
衝
撃
を
深
く
受
け
止
め
、
思
想
家
と
し
て
近
代
が
は
ら
む
問
題
に
応
え
よ
う
と
力
を
尽
く
し
た
が
、

そ
の
関
心
は
歴
史
的
伝
統
に
、
そ
し
て
そ
の
現
代
に
お
け
る
更
新
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
は
実
際
に
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

統
に
対
し
て
距
離
を
保
ち
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
他
方
、
西
洋
文
化
の
高
い
成
果
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
は
ら

む
問
題
を
、
伝
統
を
手
が
か
り
に
乗
り
超
え
、
「
未
来
」
に
向
き
合
お
う
と
し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
二
人
の
哲
学
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
と
儒

家
思
想
と
を
基
礎
に
、
近
代
の
問
題
へ
の
回
答
の
モ
デ
ル
―
―
「
近
代
の
超
克
」
（
西
谷
の
こ
と
ば
）
の
モ
デ
ル
―
―
を
用
意
し
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

東
ア
ジ
ア
を
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
自
我
と
対
比
し
て
、
デ
リ
ダ
（Jacques D

errida,1930-2004

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
自
我
に
お
け

る
自
己
同
一
性
を
緩
や
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
務
め
た
。
岬
（le cap

）
に
含
ま
れ
る
二
重
の
意
味
―
―
資
本
（le capital

）
と
首
都
（la 

capitale

）（
91
）

―
―
に
つ
い
て
の
分
析
を
通
じ
て
、
デ
リ
ダ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
他
性
（altérité

）
に
向
か
う
開
放
的
な
も
の
と
解
す
る
。
た

だ
他
の
岬
の
他
の
岸
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
（s’ouvrir sur l’autre rive d’un autre cap

）
、
ま
た
岬
一
般
の
他
者
（l’autre du cap en 

général

）
で
も
あ
る
と
し
、
自
ら
を
他
者
に
開
く
必
要
が
な
い
（sans s’ouvrir de lui-m

êm
e sur un autre

）
と
言
う
（
92
）

。
こ
の
責
任
感

を
伴
う
開
放
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
自
己
同
一
性
を
、
「
普
遍
的
な
も
の
を
独
自
な
も
の
の
中
に
、
か
け
が
え
の
な
い
仕
方
で
組
み
入
れ

る
こ
と
（l’irrem

plaçable inscription de l’universel dans le singulier

）
」（

93
）

に
す
る
。

　

一
方
ブ
ラ
ー
グ
（R

ém
i B

rague,1947-

）
は
、
ロ
ー
マ
的
特
徴
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
析
す
る
。
文
明
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、
ロ

ー
マ
文
化
は
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
次
に
位
置
し
（
94
）

、
宗
教
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
依
拠
す
る
『
新
約
聖
書
』
は

ユ
ダ
ヤ
教
の
『
旧
約
聖
書
』
の
次
に
置
か
れ
る
（
95
）

。
こ
う
し
た
副
次
性
（secondarité

）
が
、
ロ
ー
マ
独
自
の
あ
り
方
を
形
成
し
、
異
文

化
の
「
適
合
作
用
（appropriation

）
」（

96
）

に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
そ
の
他
の
文
化
の
明
確
な
違
い
を
要
求
し
た
の
だ
と
言
う
。
こ
の

よ
う
に
、
二
人
の
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
は
い
ず
れ
も
開
放
と
い
う
観
点
か
ら
他
者
性
に
向
き
合
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
同
一
性
」
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

近
代
の
問
題
に
関
わ
っ
て
も
、
ブ
ラ
ー
グ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
自
己
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
（
97
）

。
デ
リ
ダ
も
ま

た
「
引
き
受
け
る
」
未
来
を
強
調
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
継
承
す
る
民
主
主
義
が
「
引
き
受
け
る
構
造
」
―
―
「
こ
の
時
こ
の
瞬
間
に
未
来
を
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引
き
受
け
る
者
の
記
憶
（la m

ém
oire de ce qui porte l’avenir ici m

aintenant

）
」（

98
）

―
―
を
伴
う
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ァ

ッ
テ
ィ
ー
モ
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
追
憶
（A

n-denken, recollection

）
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
哲
学
的
基
礎
を
整
理
し

直
し
、
「
追
憶
す
る
こ
と
（re-collect

）
」
が
形
而
上
学
に
よ
る
存
在
の
忘
却
を
克
服
し
、
「
伝
統
〈Ü

berlieferung

〉、
命
運
〈G

e-schick

〉」  

（
99
）

へ
と
連
な
っ
て
、
科
学
技
術
の
支
配
及
び
そ
の
枠
組
み
（G

e-stell

）
―
―
形
而
上
学
の
最
後
の
形
式
―
―
の
「
克
服
」
（Verw

indung

）

が
完
成
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ー
グ
の
ロ
ー
マ
モ
デ
ル
を
借
り
る
な
ら
、
ロ
ー
マ
的
伝
統
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
古
代
へ
と
逆
戻
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
改
め
て
自
己
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
経
験
に
お
い
て
自
己
を
集
中
す
る
こ
と

で
あ
る
。
デ
リ
ダ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
全
く
変
貌
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
自
己
」
を
優
位
に
置
く
こ
と
を
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
他
方
、
デ
リ
ダ
や
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
も
ま
た
痕
跡
を
留
め
た
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
神
の
隠
遁
（
「
神

の
死
」
）
以
後
の
宗
教
形
態
で
あ
り
、
そ
の
隠
遁
す
る
神
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
グ
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
そ
れ
は
過
去
の
歴
史
的
可
能
性
で
あ
る
と
共
に
、
未
来
の
可
能
性
で
も
あ
っ
た
。
デ
リ
ダ
が
「
首
都
」

を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
行
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
新
た
な
場
と
見
な
す
こ
と
を
提
案
し
た
の
と
同
じ
く
（

100
）

、
ブ
ラ
ー
グ
も
ま
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
政
教
分
離
の
場
を
維
持
し
、
あ
る
い
は
改
め
て
政
教
分
離
の
場
、
更
に
は
政
教
和
平
の
場
―
―
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
に
も
合
法
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
承
認
す
る
場
―
―
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」（
101
）

と
提
案
す
る
と
と
も
に
、
人
・
神
に
は
緊
密
な
約
束
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
具

体
的
な
人
と
人
と
の
関
係
の
場
と
し
て
の
生
身
の
人
性
の
場
を
認
め
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
容
れ
た
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
異
な
る
共

同
体
形
態
に
よ
っ
て
、
人
と
絶
対
者
・
人
と
人
・
人
と
自
然
の
関
係
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
マ
ル
シ
オ
ン
主

義
（m

arcionism
e

）
と
は
異
な
り
、
一
人
の
善
良
な
神
と
世
界
と
の
関
係
は
決
し
て
緊
張
し
た
も
の
で
は
な
く
、
救
済
も
ま
た
世
界
を
捨
て

去
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
乗
仏
教
の
衆
生
重
視
や
儒
家
思
想
の
天
徳
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い

思
想
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
が
展
開
し
た
近
代
性
へ
の
態
度
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
モ
デ
ル
が
ま
た
ち
ょ
う
ど
東
ア
ジ
ア
内
部
に
お
け
る

差
異
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ジ
ア
が
含
む
多
様
性
は
、
ア
ジ
ア
近
代
性
に
お
け
る
互
い
の
他
者
性
と
し
て

現
れ
、
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
者
性
と
向
き
合
う
時
、
ア
ジ
ア
そ
の
も
の
が
開
放
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
が
向
か
う
未
来
と
は
何
な
の
か
。
西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
の
二
人
は
、
近
代
性
が
行
っ
た
伝
統
の
更
新
を

批
判
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
普
遍
的
人
性
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
は
早
く
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
問
題
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
今
で
も
こ
う
し
た
差
異
を
も
っ
た
共
同
体
は
、
自
覚
的
に
そ
う
し
た
異
な
る
モ
デ

ル
を
提
示
し
て
共
通
の
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
内
部
の
独
自
性
は
、
他
者
を
迎
え
入
れ
る
開
放
性
を
示
し
て
い
る
。
共
通
し
た
、

普
遍
的
な
要
求
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
人
文
主
義
の
危
機
と
が
別
の
顔
を
持
っ
て
現
れ
よ
う
と
も
、
現
代
の
挑
戦
は
こ

の
危
機
を
再
問
題
化
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
同
時
代
に
生
き
た
二
人
の
思
想
家
が
遺
し
た
遺
産
に
向
き
合
う
時
、
背
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
新
た
な
責
務
な
の
で
あ
る
。
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引
き
受
け
る
者
の
記
憶
（la m

ém
oire de ce qui porte l’avenir ici m

aintenant

）
」（

98
）

―
―
を
伴
う
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ァ

ッ
テ
ィ
ー
モ
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
追
憶
（A

n-denken, recollection

）
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
哲
学
的
基
礎
を
整
理
し

直
し
、
「
追
憶
す
る
こ
と
（re-collect

）
」
が
形
而
上
学
に
よ
る
存
在
の
忘
却
を
克
服
し
、
「
伝
統
〈Ü

berlieferung

〉、
命
運
〈G

e-schick

〉」  

（
99
）

へ
と
連
な
っ
て
、
科
学
技
術
の
支
配
及
び
そ
の
枠
組
み
（G

e-stell

）
―
―
形
而
上
学
の
最
後
の
形
式
―
―
の
「
克
服
」
（Verw

indung

）

が
完
成
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ー
グ
の
ロ
ー
マ
モ
デ
ル
を
借
り
る
な
ら
、
ロ
ー
マ
的
伝
統
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
古
代
へ
と
逆
戻
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
改
め
て
自
己
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
経
験
に
お
い
て
自
己
を
集
中
す
る
こ
と

で
あ
る
。
デ
リ
ダ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
全
く
変
貌
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
自
己
」
を
優
位
に
置
く
こ
と
を
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
他
方
、
デ
リ
ダ
や
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
モ
も
ま
た
痕
跡
を
留
め
た
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
神
の
隠
遁
（
「
神

の
死
」
）
以
後
の
宗
教
形
態
で
あ
り
、
そ
の
隠
遁
す
る
神
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
グ
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
そ
れ
は
過
去
の
歴
史
的
可
能
性
で
あ
る
と
共
に
、
未
来
の
可
能
性
で
も
あ
っ
た
。
デ
リ
ダ
が
「
首
都
」

を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
行
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
新
た
な
場
と
見
な
す
こ
と
を
提
案
し
た
の
と
同
じ
く
（

100
）

、
ブ
ラ
ー
グ
も
ま
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
政
教
分
離
の
場
を
維
持
し
、
あ
る
い
は
改
め
て
政
教
分
離
の
場
、
更
に
は
政
教
和
平
の
場
―
―
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
に
も
合
法
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
承
認
す
る
場
―
―
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」（
101
）

と
提
案
す
る
と
と
も
に
、
人
・
神
に
は
緊
密
な
約
束
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
具

体
的
な
人
と
人
と
の
関
係
の
場
と
し
て
の
生
身
の
人
性
の
場
を
認
め
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
容
れ
た
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
異
な
る
共

同
体
形
態
に
よ
っ
て
、
人
と
絶
対
者
・
人
と
人
・
人
と
自
然
の
関
係
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
マ
ル
シ
オ
ン
主

義
（m

arcionism
e

）
と
は
異
な
り
、
一
人
の
善
良
な
神
と
世
界
と
の
関
係
は
決
し
て
緊
張
し
た
も
の
で
は
な
く
、
救
済
も
ま
た
世
界
を
捨
て

去
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
乗
仏
教
の
衆
生
重
視
や
儒
家
思
想
の
天
徳
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い

思
想
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
が
展
開
し
た
近
代
性
へ
の
態
度
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
モ
デ
ル
が
ま
た
ち
ょ
う
ど
東
ア
ジ
ア
内
部
に
お
け
る

差
異
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ジ
ア
が
含
む
多
様
性
は
、
ア
ジ
ア
近
代
性
に
お
け
る
互
い
の
他
者
性
と
し
て

現
れ
、
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
者
性
と
向
き
合
う
時
、
ア
ジ
ア
そ
の
も
の
が
開
放
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
が
向
か
う
未
来
と
は
何
な
の
か
。
西
谷
啓
治
と
唐
君
毅
の
二
人
は
、
近
代
性
が
行
っ
た
伝
統
の
更
新
を

批
判
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
普
遍
的
人
性
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
は
早
く
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
問
題
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
今
で
も
こ
う
し
た
差
異
を
も
っ
た
共
同
体
は
、
自
覚
的
に
そ
う
し
た
異
な
る
モ
デ

ル
を
提
示
し
て
共
通
の
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
内
部
の
独
自
性
は
、
他
者
を
迎
え
入
れ
る
開
放
性
を
示
し
て
い
る
。
共
通
し
た
、

普
遍
的
な
要
求
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
人
文
主
義
の
危
機
と
が
別
の
顔
を
持
っ
て
現
れ
よ
う
と
も
、
現
代
の
挑
戦
は
こ

の
危
機
を
再
問
題
化
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
同
時
代
に
生
き
た
二
人
の
思
想
家
が
遺
し
た
遺
産
に
向
き
合
う
時
、
背
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
新
た
な
責
務
な
の
で
あ
る
。
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治
著
作
集
』
第

十
巻
（
創
文
社
、
一
九
八
七
年
）
、
五
頁
参
照
。

(

46)

西
谷
啓
治
『
宗
教
是
什
麼
』
三
四
頁
；
『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

二
六
頁
。

(

47)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
四
〇
頁
；
『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

三
一
頁
。

(

48)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
四
四
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

三
四
頁
。

(

49)

ド
イ
ツ
語
の
翻
訳
で
は
、
「
転
換
」
をU

m
kehr

とU
m

w
andlung

と

訳
し
て
い
る
。N

ishitani, W
as ist R

eligion?  p.43

参
照
。
但
し
、
多
く
は

U
m

kehr

を
用
い
て
い
る
。

(

50

)

こ

の

説

は

シ

ェ

リ

ン

グ
（Friedrich W

ilhelm
 Joseph von 

Schelling
,
1
7
5
5
-
1
8
5
4

）
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
西

谷
は
ま
た
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
ま
で
遡
っ
て
い
る
。
西
谷
啓

治
、
同
前
書
、
八
二
頁
参
照
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
無
根
基
（U

ngrund

）
」
に

関
す

る

論

点

は
、Schelling, Philosophische U

ntersuchungen über das 

W
esen der m

enschlichen Freiheit und die dam
it zusam

m
enhängenden 

G
egenstände, SW

, 7, 406.

に
見
え
る
。

(

51)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
八
一
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

七
一
頁
。
ま
た
、Schelling, SW

, 7,357

参
照
。

(
52)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
八
五
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

七
七
頁
。

(

53) Schelling, Stuttgarter Privatvorlesungen, SW
, 7, 429.
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(

70) C
f., Stephen H

. Phillips, “N
ishitani’s B

uddhit R
esponse to ‘N

ihil-

ism
’”, Journal of the Am

erican Academ
y of Religion, 55:1 (Spring, 1987), 

p.76.

(

71)

唐
君
毅
『
中
国
文
化
之
精
神
価
値
』
五
二
―
五
三
頁
。

(

72)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
二
八
頁
。

(

73)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
五
〇
頁
。

(

74)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
五
四
頁
。

(

75)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
五
八
頁
。

(

76)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
六
四
頁
。

(

77)

唐
君
毅
、
『
中
国
人
文
精
神
之
発
展
』
三
八
二
頁
。

(

78)

唐
君
毅
、
『
中
国
文
化
之
精
神
価
値
』
五
三
〇
頁
。

(

79)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
五
三
三
頁
。

(

80)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
五
四
一
頁
。

(

81)

唐
君
毅
『
文
化
意
識
与
道
徳
理
性
』
上
冊
、
一
七
―
一
八
頁
。

(

82)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
一
八
九
―
一
九
六
頁
。
十
種
の
分
類
は
以
下
の

通
り
。
（
一
）
自
然
神
信
仰
で
あ
り
、
自
己
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
手
助
け
を

求
め
る
も
の
。
（
二
）
有
限
の
人
神
も
し
く
は
超
自
然
・
無
限
の
人
格
神
を
信

仰
し
て
、
欲
望
と
適
合
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。
（
三
）
神
に
、
来
世
の
願

い
を
満
足
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。
（
四
）
世
間
の
正
義
を
守

る
も
の
。
（
五
）
霊
魂
の
不
朽
を
求
め
、
ま
た
苦
行
に
よ
る
霊
魂
の
解
脱
を
求

め
る
も
の
。
（
六
）
欲
望
を
克
服
し
て
徳
を
成
す
も
の
。
（
七
）
神
を
信
じ
ず
、

我
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
観
縁
生
観
空
を
主
と
す
る
小
乗
仏
教
。
（
八
）
人
類
や

衆
生
の
罪
の
苦
し
み
を
引
き
受
け
、
一
切
の
価
値
を
永
遠
の
世
界
の
中
に
保

存
す
る
大
乗
仏
教
。
（
九
）
先
知
先
覚
に
対
す
る
崇
拜
を
通
し
て
人
類
衆
生
の

罪
の
苦
し
み
を
引
き
受
け
、
菩
薩
道
や
上
帝
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
僧
団
・

教
会
の
宗
教
型
態
。
（
一
〇
）
聖
賢
・
豪
傑
・
個
人
的
祖
先
・
民
族
的
祖
先
（
民

族
神
）
に
対
す
る
崇
拝
帰
依
を
含
む
、
純
粋
に
人
格
的
な
宗
教
。

(

83)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
二
〇
七
頁
。

(

84)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
二
〇
七
頁
。

(

85)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
二
〇
〇
頁
。

(

86)

唐
君
毅
『
生
命
存
在
与
心
霊
境
界
』
下
冊
、
一
六
一
頁
。

(

87)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
一
六
七
頁
及
び
一
六
九
頁
。

(

88)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
一
七
八
頁
及
び
五
〇
二
頁
。
ま
た
『
中
国
文
化

之
精
神
価
値
』
一
四
五
頁
も
参
照
。

(

89)

唐
君
毅
『
生
命
存
在
与
心
霊
境
界
』
下
冊
、
一
七
九
頁
。

(

90)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
五
一
九
頁
。

(
54)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
七
七
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

六
七
頁
。

(

55)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
九
〇
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

七
八
頁
。

(

56) Selbstoffenbarung, in Schelling, SW
, 7,347; 7,428.

(

57)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
九
二
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

八
一
頁
。

(

58)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
九
四
頁;
『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

八
二
頁
。

(

59)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
三
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
三
頁
。

(

60)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
九
頁
。
例
え
ば
、
般
若
経
系
統
（
『
大
般
若
経
』・『
心
経
』
）
が
言
う
「
色

即
是
空
、
空
即
是
色
」
な
ど
。
天
台
宗
も
ま
た
空
仮
中
の
三
観
か
ら
具
体
的

に
「
即
」
の
論
理
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

(

61)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
五
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
四
頁
。

(

62)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
七
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
七
頁
。

(

63)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
九
頁
。

(

64)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
二
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
二
〇
頁
。

(

65)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
三
〇
頁
、
一
九
三
頁
。
訳
者
は
「
も
と
づ

く
」
を
「
本
據
」
と
訳
し
て
い
る
。
原
文
は
『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
八
三
頁
。

(

66)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
四
〇
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
三
〇
頁
。
西
谷
は
「
火
は
火
を
焼
か
ず
・
水
は
水
を
洗
わ
ず
・
眼
は
眼
を

見
ず
」
と
い
っ
た
例
は
「
東
洋
に
お
い
て
古
来
注
意
さ
れ
て
き
た
一
つ
の
事
態
」

だ
と
し
て
い
る
。

(

67)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
四
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
三
九
頁
。

(

68)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
五
五
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
四
五
頁
。

(

69)
西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
五
〇
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
四
〇
頁
。
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(
70) C

f., Stephen H
. Phillips, “N

ishitani’s B
uddhit R

esponse to ‘N
ihil-

ism
’”, Journal of the Am

erican Academ
y of Religion, 55:1 (Spring, 1987), 

p.76.

(

71)

唐
君
毅
『
中
国
文
化
之
精
神
価
値
』
五
二
―
五
三
頁
。

(

72)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
二
八
頁
。

(

73)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
五
〇
頁
。

(

74)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
五
四
頁
。

(

75)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
五
八
頁
。

(

76)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
四
六
四
頁
。

(

77)

唐
君
毅
、
『
中
国
人
文
精
神
之
発
展
』
三
八
二
頁
。

(

78)

唐
君
毅
、
『
中
国
文
化
之
精
神
価
値
』
五
三
〇
頁
。

(

79)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
五
三
三
頁
。

(

80)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
五
四
一
頁
。

(

81)

唐
君
毅
『
文
化
意
識
与
道
徳
理
性
』
上
冊
、
一
七
―
一
八
頁
。

(

82)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
一
八
九
―
一
九
六
頁
。
十
種
の
分
類
は
以
下
の

通
り
。
（
一
）
自
然
神
信
仰
で
あ
り
、
自
己
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
手
助
け
を

求
め
る
も
の
。
（
二
）
有
限
の
人
神
も
し
く
は
超
自
然
・
無
限
の
人
格
神
を
信

仰
し
て
、
欲
望
と
適
合
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。
（
三
）
神
に
、
来
世
の
願

い
を
満
足
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。
（
四
）
世
間
の
正
義
を
守

る
も
の
。
（
五
）
霊
魂
の
不
朽
を
求
め
、
ま
た
苦
行
に
よ
る
霊
魂
の
解
脱
を
求

め
る
も
の
。
（
六
）
欲
望
を
克
服
し
て
徳
を
成
す
も
の
。
（
七
）
神
を
信
じ
ず
、

我
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
観
縁
生
観
空
を
主
と
す
る
小
乗
仏
教
。
（
八
）
人
類
や

衆
生
の
罪
の
苦
し
み
を
引
き
受
け
、
一
切
の
価
値
を
永
遠
の
世
界
の
中
に
保

存
す
る
大
乗
仏
教
。
（
九
）
先
知
先
覚
に
対
す
る
崇
拜
を
通
し
て
人
類
衆
生
の

罪
の
苦
し
み
を
引
き
受
け
、
菩
薩
道
や
上
帝
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
僧
団
・

教
会
の
宗
教
型
態
。
（
一
〇
）
聖
賢
・
豪
傑
・
個
人
的
祖
先
・
民
族
的
祖
先
（
民

族
神
）
に
対
す
る
崇
拝
帰
依
を
含
む
、
純
粋
に
人
格
的
な
宗
教
。

(

83)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
二
〇
七
頁
。

(

84)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
二
〇
七
頁
。

(

85)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
二
〇
〇
頁
。

(

86)

唐
君
毅
『
生
命
存
在
与
心
霊
境
界
』
下
冊
、
一
六
一
頁
。

(

87)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
一
六
七
頁
及
び
一
六
九
頁
。

(

88)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
一
七
八
頁
及
び
五
〇
二
頁
。
ま
た
『
中
国
文
化

之
精
神
価
値
』
一
四
五
頁
も
参
照
。

(

89)
唐
君
毅
『
生
命
存
在
与
心
霊
境
界
』
下
冊
、
一
七
九
頁
。

(

90)

唐
君
毅
、
同
前
書
、
五
一
九
頁
。

(

54)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
七
七
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

六
七
頁
。

(

55)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
九
〇
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

七
八
頁
。

(

56) Selbstoffenbarung, in Schelling, SW
, 7,347; 7,428.

(

57)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
九
二
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

八
一
頁
。

(

58)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
九
四
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

八
二
頁
。

(

59)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
三
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
三
頁
。

(

60)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
九
頁
。
例
え
ば
、
般
若
経
系
統
（
『
大
般
若
経
』・『
心
経
』
）
が
言
う
「
色

即
是
空
、
空
即
是
色
」
な
ど
。
天
台
宗
も
ま
た
空
仮
中
の
三
観
か
ら
具
体
的

に
「
即
」
の
論
理
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

(

61)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
五
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
四
頁
。

(

62)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
七
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
七
頁
。

(

63)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
一
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
〇
九
頁
。

(

64)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
二
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
二
〇
頁
。

(

65)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
三
〇
頁
、
一
九
三
頁
。
訳
者
は
「
も
と
づ

く
」
を
「
本
據
」
と
訳
し
て
い
る
。
原
文
は
『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
八
三
頁
。

(

66)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
四
〇
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
三
〇
頁
。
西
谷
は
「
火
は
火
を
焼
か
ず
・
水
は
水
を
洗
わ
ず
・
眼
は
眼
を

見
ず
」
と
い
っ
た
例
は
「
東
洋
に
お
い
て
古
来
注
意
さ
れ
て
き
た
一
つ
の
事
態
」

だ
と
し
て
い
る
。

(

67)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
四
九
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
三
九
頁
。

(

68)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
五
五
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
四
五
頁
。

(

69)

西
谷
啓
治
、
同
前
書
、
一
五
〇
頁;

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、

一
四
〇
頁
。



六
五

西
田
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
生
成
論
批
判
の
射
程[

熊
谷]

六
四

日
本
哲
学
史
研
究　

第
十
号

(
91) Jacques D

errida, L’autre cap, Paris: Seuil, 1991, p.21.

(

92) D
errida, ibid., p.74. 

デ
リ
ダ
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中
のse

と
い
う
再
帰
代

名
詞
に
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を
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す
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と
い
う
意
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を
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い
る
。

(

93) D
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(
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(
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(
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(
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西
田
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
生
成
論
批
判
の
射
程

熊
谷　

征
一
郎　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

序

　

西
田
哲
学
に
と
っ
て
、
最
も
近
い
哲
学
者
の
一
人
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
近
さ
は
、
西
田

自
身
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
上
、
日
本
の
哲
学
研
究
者
の
間
で
も
従
来
よ
り
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
類
似
性
ゆ
え
、

な
か
に
は
西
田
哲
学
の
独
自
性
を
疑
問
視
す
る
向
き
さ
え
存
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
西
田
が
「
私
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
し
て
多
く
の
い
う
べ
き
も
の
を
有
っ
て
い
る
」
（12-84

）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
者
の
親
近
性
は
差
異
を
は
ら
ん
だ
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
は
後
期
哲
学
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
の
差

異
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
す
る
に
至
る
が
、
主
題
的
に
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
を
展
開
し
た
の
は
、
『
続
思
索
と
体
験
』
（
一
九
三
七
年
）
に
収
め

ら
れ
た
論
文
「
私
の
立
場
か
ら
見
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
」（
一
九
三
一
年
）（
以
下
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
」
論
文
と
略
記
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
同

論
文
に
お
い
て
西
田
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
な
か
で
は
比
較
的
著
名
な
、『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
の
第
一
部
「
論

理
学
」
（
以
下
、
「
小
論
理
学
」
と
略
記
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
「
有
」
と
「
無
」
お
よ
び
「
生
成
（W

erden

）
」
を
め
ぐ
る
思
索
で

あ
る
（
以
下
、「
生
成
論
」
と
略
記
）
。
同
所
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
始
ま
り
の
場
面
で
、
事
柄
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
「
無
」

で
あ
る
が
、
す
で
に
そ
こ
に
先
へ
の
進
行
が
孕
ま
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
事
柄
は
「
有
」
で
あ
る
と
洞
察
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
西
田

は
批
判
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真
意
は
、
右
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
洞
察
を
以
っ
て
し
て
は
、
す
で
に
潜
在
し
て
い
る
も
の
が
顕
現
し
て
来




